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FOMA端末はｉモードメールとSMS（ショートメッセージ）

を送受信できるメール機能を持っています。ｉモードメー

ルをご利用いただくには、ｉモードのご契約が必要です。

ｉモードメールの送信、受信方法については、P.212、

P.220を参照してください。

ｉモードを契約しなくても、FOMA端末との間でSMSの送

受信（文字メッセージのやりとり）ができます。SMSの送

信、受信方法については、P.238、P.239を参照してください。

３種類のメール機能で送受信できる相手は次のとお

りです。
FOMA端末→FOMA端末へ

FOMA端末→movaサービスのｉモード端末へ
FOMA端末から送信したSMSは、movaサービスのｉモー
ド端末ではｉモードメールとして受信されます。
SMS送達通知設定（nP.241）が［要求する］に設定され
ている場合には、mova端末へ送ることはできません。

movaサービスのｉモード端末→FOMA端末へ
movaサービスのｉモード端末から送信したショート
メール※は、FOMA端末ではSMSとして受信できます。

※ ショートメールとは、ドコモのmovaサービスの携帯電話

で文字メッセージをやりとりできるサービスです。

ｉモードを契約するだけで、ｉモード端末（mova端

末含む）間はもちろん、インターネットを経由してe-

mailでのやりとりができます。

テキスト本文に加えて、合計２Mバイト以内で10個

までファイル（JPEG、トルカなど）を添付することが

できます。また、デコメールにも対応しており、メー

ル本文の文字の色・大きさや背景色を変えられるほ

か、絵文字のように挿入可能なデコメ絵文字もたく

さんプリインストールされているため、簡単に表現

力豊かなメールを作成し、送信できます。

ｉモードご契約時のメールアドレスは次のように

なります。

ｉモード端末（mova端末含む）間でメールをやりとりす

る場合は、＠マークより前の部分のみのアドレスで送信

可能です。

パソコンなどのe-mailからメールを受信する場合は、

＠docomo.ne.jpも含めたアドレス全体を使用します。

メールの送信方法はnP.212

メールの受信方法はnP.220

ｉモードのサービスの詳細な内容については、最新の『ご

利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧くだ

さい。

メール選択受信
ｉモードセンターに保管されているメールのタイ

トルなどを確認し、受信するメールを選択したり、受

信前にｉモードセンターでメールを削除すること

ができます。nP.221

下記の各種設定を行うことができます。

詳細はｉモードご契約時にお渡しいたします『ご利用ガ

イドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧ください。

FOMA端末のメール機能について

メール機能の送受信について

SMS

FOMA端末 FOMA端末

（最大全角・半角70文字／
半角英数字のみ160文字）

（最大全角5000文字／
半角10000文字）

SMS

ｉモード
メール

ｉモード
メール

SMS

ｉモード
メール

FOMA端末

（最大全角2000文字／
半角4000文字）

ｉモード
メール

movaサービスの
ｉモード端末

ｉモード
メール

（最大全角・半角70文字／
半角英数字のみ160文字）

ショート
メール

SMS

（最大全角・半角50文字）

（最大全角250文字／
半角500文字）

FOMA端末movaサービスの
ｉモード端末

ｉモード
メール

ｉモード
メール

お知らせ

ｉモードメールやSMSの内容は、別にメモを取るか、
パソコンをお持ちの場合はmicroSDメモリーカード
（nP.297）やドコモケータイdatalink（nP.375）を
ご利用いただき、パソコンに転送・保管することをおす

すめします。

ｉモードメール

ｉモードメールとは

新規にｉモードをご契約の場合
＠マークより前がランダムな英数字の組み合わせになっ
ていますので、ｉモード契約後にお客様のメールアドレス
をご確認ください｡

（例） abc1234～789xyz@docomo.ne.jp
＜お客様のメールアドレスの確認方法＞
ｉMenu O 料金＆お申込・設定 O メール設定 O アドレ
ス確認

メール設定を行う

＜設定方法＞
ｉMenu O 料金＆お申込・設定 O メール設定 O 【各設
定】

dv03_j.book  210 ページ  ２００７年１月１５日　月曜日　午前９時３１分



211

j10_dv03_7j.fm

メール

メールアドレス変更
【メールアドレス設定（アドレス変更）】

たとえば「docomo.△△_ab1234yz@docomo.ne.jp」
のように、メールアドレスの「@」より前の部分を、お
好みのアドレスに変更することができます。

メールアドレス確認
【メールアドレス設定（アドレス確認）】

現在設定されているメールアドレスを確認すること
ができます｡

シークレットコード登録
【メールアドレス設定（その他設定）O
シークレットコード登録】

電話番号のアドレス利用時に、メールアドレスに加え
て４桁のシークレットコードを登録できます。シーク
レットコードを指定していないメールは受信されな
くなるため、不要なメールの受信を避けられます。

メールアドレスリセット
【メールアドレス設定（その他設定）O
アドレスリセット】

メールアドレスを「携帯電話番号@docomo.ne.jp」に

することができます｡

迷惑メール対策
以下のいずれかの方法でメールの受信／拒否設定を
行うと、メールの受信を制限することができます。
① URL付きメール拒否設定【メール受信設定（迷惑

メール対策）OURL付きメール拒否設定】
ｉモードメールのうち出会い・アダルト・不法・セキュリ
ティなどのカテゴリに該当するとネットスター株式会社
が判断したサイトのURLが記載されているメールを受信
しないように設定できます。

② 受信／拒否設定【メール受信設定（迷惑メール対
策）O受信／拒否設定】
ドコモ・au・ソフトバンク・ツーカー・ウィルコムのうち、
メールを受信したい会社を指定することができます。
また指定するドメインまたはアドレスからのメールのみ
受信することもできます。受信設定した会社やドメイン
であっても、個別に拒否したいメールアドレスを指定し
て拒否することもできます。なお、上記の会社以外（イン
ターネット）からのメールのうち、携帯・PHSドメインに
なりすましたメールのみを拒否することもできます。

③ SMS拒否設定【メール受信設定（迷惑メール対策）
OSMS拒否設定】
受信するSMSを制限することができ、「SMS一括拒否」「非

通知SMS拒否」「国際SMS拒否」「非通知SMS及び国際

SMS拒否」の４つの中からいずれか１つを選択いただけ

ます。また設定の状況を確認することができます。

④ ｉモードメール大量送信者からのメール受信制限
【メール受信設定（その他設定）Oｉモードメー
ル大量送信者からのメール受信制限】
１日に１台のｉモード端末（mova端末含む）から送信される

200通目以降のｉモードメールを受信拒否します。初期設定

では「拒否する」に設定されていますので、大量送信者からの

メールを拒否したい場合は設定する必要はありません。

⑤ 未承諾広告※メール拒否【メール受信設定（その
他設定）O未承諾広告※メール拒否】
受信者の同意なしに一方的に広告・宣伝を行うために送
信される、メール件名欄の最前部に「未承諾広告※」と記
載されているメールを受信拒否します。初期設定では「拒
否する」に設定されていますので、「未承諾広告※」メール
を拒否したい場合は設定する必要はありません（送信者
はメール件名欄の最前部に「未承諾広告※」（全角６文字）
と記載することが法律で義務づけられています）。

メールサイズ制限
【メール受信設定（メールサイズ制限）】

あらかじめ指定したサイズによって、受信する
ｉモードメールを制限することができます。

設定状況確認
【メール受信設定（設定状況確認）】

現在設定されているメール受信／拒否などの設定状
況を確認できます。

メール機能停止【メール機能停止】
メール機能を利用されない場合、ｉモードセンター
でのメール機能停止を行うことができます｡

ｉモードセンターに届いたメールは、すぐにお客様の
ｉモード端末に送信されます。ただし、お客様のｉモー
ド端末の電源が入っていない場合やｉモード圏外など
で受信できないときは、メールが保存されている720時
間は届くまで再送いたします。
※ 受信されない場合は720時間ｉモードセンターで保存さ

れます。

※ 受信できない条件により再送条件が変わります。

また、メール選択受信設定により、ｉモードセンター
でｉモードメールを選んで受信することができます。

ファイル送受信
ｉモードメール（２Mバイト対応）では、添付可能な

ファイル種別に制限はありません。最大10個、合計

２Mバイトまでのファイルをメールに添付し、送信

することができます。ｉモードメール（２Mバイト対

応）として受信する場合は、すべてのファイルを受け

取ることが可能で、100Kバイトまで自動受信し（自

動受信添付ファイル）、100Kバイトを超えた２Mバ

イトまでの添付ファイルは必要なものを選択して受

信することができます（選択受信添付ファイル）。

また、端末の添付ファイル受信設定により、100Kバ

イト以下の添付ファイルでも、サイズによらず選択

して受信することができます。その他の機種で受信

する場合は、その端末のメール受信容量内で対応

ファイル種別のみを受信します。

メールを受信できないとき

こんなこともできます

選択受信

送信側

受信側

本文

本文

デコメ画像

デコメ画像

添付ファイル

添付ファイル

自動受信

自動受信

選択受信
添付ファイル

ｉモードセンター
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デコメール
ｉモードメール編集時に文字の大きさや背景の色

などを変えたり、画像を本文中に貼り付ける事に

よって、自分のオリジナルメールを作成して送信し

たり、装飾された楽しいメールを受信することが可

能になります。また、絵文字のように挿入可能なデコ

メ絵文字もたくさんプリインストールされているた

め、簡単に表現力豊かなメールを作成し、送信できま

す（パソコンから装飾したメールを受信する場合、

ｉモード端末では非対応の装飾があるため、パソコ

ン上と同じ動作にならない場合もあります）。

デコメールを非対応端末および10000バイトまでの

デコメール対応端末へ送信した場合は、URLが記載

されたメールとして受信される場合があります。そ

の場合、受信者は表示されているURLを押下し、デコ

メールを閲覧できます。
デコメール編集方法nP.214

デコメール送信方法nP.214

対応機種：デコメール対応機種でご利用いただけます。詳

しくは、『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』

をご覧ください。

ｉモードメールの作成、受信メールや送信メールの

表示などは、メールメニューから行います。

1 待受画面でmを押す。

ｉモード端末以外の相手にｉモードメールを送信する場

合は、題名や本文に半角カタカナ、絵文字を入力しないで

ください。受信側で正しく表示されないことがあります。

他の携帯電話会社（au／ソフトバンク／ツーカ－）に絵文

字入りのｉモードメールを送ると、自動的に送信先の類

似絵文字に変換されます。

※ 送信先の携帯電話の機種、機能により、正しく表示さ

れない場合があります。

※ 送信先に該当する絵文字がない場合は、文字または

「＝」に変換されます。

ｉモードメールの送信先を［To］、［Cc］、［Bcc］に分けて送

信できます。［宛先］に入力したアドレスへは［To］で送信

されます。

表示される文字サイズは、文字サイズ設定（nP.234）で

変更できます。

1 待受画面でm4を押す。

2［宛先］を選んでtを押し、入力方法を
選ぶ。

メールメニュー

メールメニューを表示する

メニュー 機　能 ページ

受信BOX 受信したメールの表示や返
信、転送などを行います。

P.220、
P.226

送信BOX 送信したメールの表示や再送
信などを行います。

P.219、
P.226

未送信BOX 未送信メールの編集や送信を
行います。

P.220、
P.226

新規メール
作成

新規にメールを作成して送信
や保存を行います。

P.212

新規SMS
作成

新規にSMSを作成して送信や
保存を行います。

P.238

問い合わせ ｉモードセンターにメールや
メッセージR／Fが保管され
ていないか問い合わせます。
または、SMSセンターにSMS
が保管されていないか問い合
わせます。

P.222、
P.239

テンプレー
ト

デコメールテンプレートの表
示や編集などを行います。

P.217

メール選択
受信

ｉモードセンターで保管され
ているメールのうち、受信し
たいメールのみを選んで受信
します。

P.221

メール設定 ｉモードメールやSMSに関係
する各種機能を設定します。

P.234

ｉモードメール作成・送信

ｉモードメールを作成して送信
する

電話帳から
選択する

1→相手を選ぶ→t
登録されている他のメールアドレ
スを選ぶときは、相手を選んでiを
押し、メールアドレスを選んでt
を押します。

［U］、［S］、［7］、［B］のいずれも
表示されない場合、メールアドレス
は登録されていません。
FOMAカード電話帳の場合は、メー
ルアドレスが登録されていなくて
も［T］が表示されます。

直接入力
する

2→宛先を入力→t
半角の英字、数字、一部の記号を最
大50文字まで入力できます。
ｉモード端末にｉモードメールを
送信する場合は、「@docomo.ne.jp」
を省略できます。
記号入力（nP.382）、インター
ネットに関連した定型文

（nP.382）を利用できます。

メール送信
履歴から
選択する

3→相手を選ぶ→t→t
ｉモードメールのメール送信履歴
がある場合に選択できます。

メール受信
履歴から
選択する

4→相手を選ぶ→t→t
ｉモードメールのメール受信履歴
がある場合に選択できます。

メールメン
バーから
選択する

5→メールメンバーを選ぶ→t
あらかじめメールメンバーを登録
しておいてください（nP.236）。

メール作成画面

本文中に入力した
バイト数
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次ページへ続く??

3［題名］や［本文］を選んでtを押し、入
力してtを押す。
メール本文入力画面では、

画面中央の文字入力エリ

アで文字を決定したあと、

tを押して本文のカー

ソル位置に入力します。

以下の場合は、本文入力

画面において全角5000

文字（半角10000文字）以

上のサイズとなり、入力

可能な残バイト数はマイナス表示になります。マイ

ナス表示となった場合は、10000バイト以下（残バ

イト数が０以上）になるように編集してください。

貼り付けした文字数と、すでに入力されている

メール本文の合計サイズが10001バイト以上

になる場合

本文入力済みのｉモードメールを、装飾操作に

よりデコメールに変更した場合

改行［K］は全角１文字としてカウントします。全
角、半角のスペース（空白）もそれぞれ全角１文字、

半角１文字としてカウントします（題名に改行［K］
は入力できません）。

絵文字入力モード（nP.382）にすると、Cを押
すたびに、絵文字１→絵文字２→絵文字D（デコメ

絵文字）→絵文字１…に切り替わります。絵文字D

（デコメ絵文字）に切り替えると、デコメ絵文字を

入力できます。デコメ絵文字と挿入画像合わせて

最大20種類、合計90Kバイトまで入力できます。

デコメ絵文字を入力すると、デコメールになりま

す。

本文入力画面の文末でpを押すと［K］（改行）さ
れます。また、cを押すと［K］は削除されます。本
文に何も入力されていない状態でcを押すと、

メール作成画面に戻ります。

4 i［送信］を押す。
送信が完了すると、［7
モードメール送信しまし

た］と表示され、メール作

成前の画面に戻ります。

送信を中止するときは、

送信中の画面でt［中
止］を押します。

Hまたはcを押しても中止できます。

ただし、タイミングによってはｉモードメールが

送信される場合があります。

送信を中止したｉモードメールは、未送信メール

として保存されます。

複数に送信
する
（nP.214）

［宛先］を入力すると「同報」の入力
欄が追加されます。
「同報」の入力欄を選ぶ→t→送信
種別を選ぶ→t→入力方法を選ぶ
→t
メールメンバーを設定した場合は
メンバー全員が必ず［To］で入力さ
れます。
最大４件まで宛先を追加できます。

宛先を変更
する

宛先を選ぶ→t→入力方法を選ぶ→t
［電話帳検索］、［メール送信履歴］、
［メール受信履歴］を選んだときは、
［アドレスを上書きしますか？］と
表示されます。［はい］を選んでt
を押すと、メールアドレスを選択で
きます。
［メールメンバー］を選んだときは、
［アドレスを全件上書きします　よ
ろしいですか？］と表示されます。
［はい］を選んでtを押すと、メー
ルメンバーを選択できます。
［直接入力］を選んだときは、アドレ
ス入力画面が表示されます。

宛先を削除
する

宛先を選ぶ→C5［アドレス削除］→
［はい］→t

本文入力画面

定型文を利用
する

本文入力画面でC7→分類を選ぶ
→t→定型文を選ぶ→t→t
定型文については、P.403を参照
してください。

署名を貼り付
ける

メール作成画面でC8または本文
入力画面でCr2
あらかじめ署名を登録しておき
ます（nP.235）。
自動署名貼付が［ON］に設定され
ている場合、署名は自動的に貼り
付けられます。
署名は、本文サイズに含まれま
す。本文と署名の合計サイズが送
信できるサイズを超える場合、入
力可能な残バイト数はマイナス
表示になります。残バイト数が０
以上になるように編集してくだ
さい。

デコメールを
作成する
（nP.214）

本文入力画面でC1またはm［デ
コレーション］

お知らせ

宛先や同報が入力されている状態でメールメンバーか

ら宛先を指定すると上書きされます。

宛先にメールメンバーを設定すると、１人目のアドレス

は［宛先］に入力され、２人目以降は同報の入力欄に［To］

で入力されます（［Cc］、［Bcc］への変更も可能です）。

宛先を削除した場合、同報欄の一番上に表示されている

アドレスの送信種別が［To］の場合は、［宛先］に入力さ

れます。

電波状況などにより、送信できない場合があります。送

信できなかったｉモードメールは、未送信メールとして

保存されます。

送信できていても、電波状況などによっては、［送信でき

ませんでした］と表示される場合があります。

電波状況などにより、受信側で文字が正しく表示されな

い場合があります。

送信メールは送信SMSと合わせて最大500件まで保存

できます。送信メールが500件保存されている状態で新

しいｉモードメールを送信すると、保護されていない一

番古い送信メールから順に自動的に上書きされます（上

書き確認のメッセージは表示されません）。

必要なｉモードメールは保護することをおすすめしま

す。特に２Mバイトなどサイズが大きい添付ファイルを

送信する場合は削除される送信メールが多くなります

のでご注意ください。

メール履歴表示を［OFF］に設定（nP.153）していると

きは、宛先入力で［メール送信履歴］、［メール受信履歴］

を選択できません。
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FOMA端末では同じ内容のｉモードメールを複数

の宛先に同時に送信できます。最大５人の相手に送

信できます。
「同報」の入力欄では送信種別（To／Cc／Bcc）を選択でき

ます。

To ： 送信相手の宛先です。［To］で指定したアドレ
スは他の送信相手に表示されます。

Cc ：［To］宛に送信したメールを第三者に知らせ
るときに使います。

Bcc ：［Cc］と同じように第三者に知らせるときに使
いますが、［Bcc］で指定したアドレスは、［To］
や［Cc］の相手には表示されません。

最大５人までのアドレスをメールメンバーに登録してお

くと、複数のアドレスを簡単に指定することができます

（nP.236）。

宛先に入力したアドレスは［Bcc］にしたものを除き、受信

した相手に表示されます。ただし、相手の機種によっては

表示されない場合もあります。

複数の宛先に送信しても、１件の送信メールとして保存

されます。送信メール表示画面では、送信に成功した宛先

がすべて表示されます。

送信に失敗した宛先があったときは、送信メール１件と

未送信メール１件が保存されます。未送信メールには、送

信されていない宛先がすべて表示されます。

同じメールアドレスを宛先や同報として複数設定する

と、重複するアドレスは削除されます。

送信種別を変更する
入力した宛先や同報の送信種別を変更できます。

1 ｉモードメールの作成中（nP.212
の操作１～３）に、２件目以降の宛先の
入力欄を選んでt6［送信種別変更］
を押し、送信種別を選ぶ。

ｉモードメール作成時、本文の色や文字サイズを変

更したり、画像を挿入する、背景に色を付けるなどの

装飾を行うことができます。
作成できるデコメールの本文は最大10000バイトまでで

す。挿入画像またはデコメ絵文字は、本文のサイズとは別

に最大20個、合計90Kバイトまで挿入できます。

装飾の種類と効果
残バイト数が０またはマイナス表示されている場合、本

文に装飾できません。

パソコンなどから送信された装飾付きのメールを受信す

ると、装飾が正しく表示されない場合があります。

パレットについて
本文入力画面で、m［デコレーション］を押すとパレット

が表示されます。wで装飾の種類を選んでtを押すか、

Cを押してサブメニューから装飾の種類を選択できます

（nP.216）。

メールの機能別ロック中は、端末暗証番号を入力すると

ｉモードメールを作成し、送信できます。

編集中に電話がかかってくると
通話後、着信前の画面に戻り編集を続けることができます。

相手がシークレットコードを登録しているとき
「＠」の前に、相手のシークレットコード（４桁の数字）を入

力します。電話帳に相手のシークレットコードを登録して

いるときは、入力する必要はありません（nP.100）。

宛先が「携帯電話番号」または「携帯電話番号

@docomo.ne.jp」のときは、電話帳にシークレットコー

ドが設定されているかどうかを自動的に調べ、シーク

レットコードが設定されているときは、シークレット

コードを付けて送信します（nP.100）。

メールアドレスを「携帯電話番号＋シークレットコード

@docomo.ne.jp」として電話帳に登録している場合は、

ｉモードメール送信や返信ができないことがあります。

「携帯電話番号@docomo.ne.jp」に変更してから、シーク

レットコードを登録してください。

ドコモ以外のアドレスにメール送信を行った場合に宛

先不明などのエラーメッセージを受信できないことが

あります。

同報送信について

お知らせ

［To］ 1

［Cc］ 2
［Bcc］ 3

デコメール

デコメールを作成して送信する

現在有効な
装飾の種類

本文入力画面

文字色・
文字サイズ・
文字位置

背景色

ライン挿入

テロップ

スウィング

画像挿入

点滅

プレビュー画面
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サブメニュー
の番号

装飾の種類

1 文字色　

装飾内容：文字に色を付けます。なお、絵文字
に対して文字の色を設定すると、設定した色
で表示されます。通常の絵文字色にしたいと
きは、［指定なし］に設定してください。
装飾指定：色→t
［その他の色］を選択したときは、さらに
色を選んでtを押します。

2 文字サイズ　

装飾内容：文字の大きさを、［大］、［標準］、
［小］のいずれかに変更します。
装飾指定：1（大）／2（標準）／3（小）
デコメ絵文字のサイズは変更できません。

3 画像挿入　

装飾内容：本文中に画像を表示します。GIFア
ニメーションなど動きがある画像は、一定時
間たつと止まります。文字位置が画像の位置
に反映されます。画像や文字の位置は変更で
きます。なお、デコレーション変更時は、画像
挿入できません。
装飾指定：挿入する位置でt→フォルダを
選ぶ→t→画像を選ぶ→i
デコメ絵文字を選んで、挿入することも
できます。

4 点滅　

装飾内容：文字を点滅させます。一定時間が
たつと、点滅が自動的に止まります。
装飾指定：1（設定）／2（解除）

5 テロップ　

装飾内容：文字を流して表示（テロップ表示）
します。一定時間がたつと、文字の流れが止
まります。
装飾指定：1（設定）／2（解除）

6 スウィング　

装飾内容：文字を左右に揺らして表示（ス
ウィング表示）します。一定時間がたつと、文
字の揺れが止まります。
装飾指定：1（設定）／2（解除）

7 文字位置　

装飾内容：文字の配置を、左寄せ、センタリン
グ、右寄せのいずれかに変更します。
装飾指定：1（左寄せ）／2（センタリン
グ）／3（右寄せ）

8 ライン挿入　

装飾内容：本文中にライン（罫線）を挿入して
表示します。１行分のラインが挿入されま
す。挿入した位置の文字色がラインの色に反
映されます。ラインの色（文字色）は変更でき
ます。なお、デコレーション変更時は、ライン
挿入できません。
装飾指定：挿入する位置でt

r1 背景色　

装飾内容：メール本文の背景に色を付けま
す。なお、デコレーション変更時は、背景色を
変更できません。
装飾指定：背景の色→t
［その他の色］を選択したときは、さらに
色を選んでtを押します。

r2 デコレーション変更　

装飾内容：範囲を指定して装飾を行います。
装飾指定：開始位置でt→終了位置でt→
装飾を指定
［画像挿入］、［ライン挿入］、［背景色］は選
択できません。

r3 元に戻す　

装飾内容：直前に行った編集を取り消します。

r4 デコレーションなし　

装飾内容：装飾されていない通常の文字を入
力します。すでに挿入しているすべての装飾
は解除されません。

r5 全解除

装飾内容：すべての装飾を解除します。挿入
した画像も削除され、テキストメールに戻り
ます。

ボタン操作 装飾の種類 装飾の内容

m 文字入力 文字入力するときに押します。

a カーソル切替／
装飾選択

本文中のカーソル移動とパ
レット選択中のカーソル移動
を切り替えます。

i 装飾範囲 装飾する範囲を選択するとき
に押します。

i
（１秒以上）

プレビュー 装飾を確認するときに押します。

お知らせ

下記機種※以外のデコメール対応機種に10000バイトを

超えるデコメールを送信した場合、またはデコメール非

対応機種（movaおよび900iシリーズより前のFOMA）にデ

コメールを送信した場合、メール本文にデコメール参照

用URLを付けて送信し、受信者はURLを選択することに

よってWeb上でデコメールを閲覧することができます。

ただし、非対応機種によってはデコメールのサイズが

10000バイトを超えるときは本文のみ受信し、デコメール

参照用URLがないメールを受信する場合があります。

対応機種：デコメール対応機種でご利用いただけます。詳

しくは、『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』

をご覧ください。

※ 903iシリーズ、904iシリーズ、703iシリーズ（P703iμを

除く）、704iシリーズ（P704iμを除く）

画像挿入について
FOMA端末にはあらかじめ画像（デコメピクチャ）が登

録されています（nP.397）。

同一画像を続けて挿入した場合は20個以上の入力も可能

です。ただし、次の場合は同一画像とはみなされません。

いったん作成中のメールを保存してから同一画像を
挿入／貼り付けした場合
同一画像を含む署名を挿入した場合

他のアプリケーションがすでに起動している場合（例え

ば、音声電話中）のメール作成においては、画像選択時の

画像プレビューができない場合があります。［決定］によ

る画像選択確定のみとなります。

挿入した画像の情報を表示させるには、カーソルを画像

の直前に移動して、サブメニューから［情報表示］を選択

すると、挿入画像の情報が表示できます。

サブメニュー
の番号

装飾の種類
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装飾しながら本文を作成する
装飾方法を指定してから文字を入力したり、指定し

た装飾方法で入力済みの文字を装飾できます。

1 メール作成画面で宛先、題名を入力す
る（nP.212の操作１～３）。

2［本文］を選んでtを押す。
装飾方法を指定してから文字を入力する場合は操

作３に進みます。文字を入力してから装飾する場

合は、本文を入力します。

3 m［デコレーション］を押し、wでパ
レットを選んでtを押し、装飾を指定
する。

パレットを表示している

ときに本文中のカーソル

を移動する場合は、a
［カーソル切替］を押しま

す。もう一度a［装飾選

択］を押すと、パレットの

選択に戻ります。

パレット設定が［OFF］の

ときは、m［デコレー

ション］を押し、サブメニューから装飾の種類を選

んでtを押し、装飾を指定します。

4 装飾の指定が終わったら、本文を入力
する。

入力しているバイト数が

表示されます。

すでに入力している文字

を装飾するときは、P.216

「範囲を指定して装飾す

る」を参照してください。

パレット設定が［OFF］の

場合は、装飾の指定が終

わったらm［文字入力］を押し、本文を入力します。

本文を入力すると、装飾が反映されます。

装飾した文字を削除しても、装飾データのみが残

り、入力文字数が少なくなる場合があります。装飾

した文字を削除するときは、装飾の解除を行って

から文字を削除してください。なお、cを１秒以

上押して文字を削除した場合は、文字と文字にか

かっている装飾データが削除されます。

本文の変更を１つ前の状態に戻すときは、

Cr1を押します。連続して複数の装飾を指定

したあとで、装飾範囲を指定した場合、元に戻すこ

とはできません。

5 Cr7［プレビュー］を押す。
iを１秒以上押しても

プレビュー画面が表示さ

れます。

続けて装飾をするとき

は、tを押してプレ

ビュー画面を閉じたあ

と、操作３～４をくり返

します。

6 t［確認］を押す。
装飾を全解除するときは、m［デコレーション］

Cr5を押します。パレット設定が［OFF］のと

きは、C1r5を押します。挿入した画像も削

除されます。

7 tを押し、i［送信］を押す。

範囲を指定して装飾する

1 パレット表示画面（nP.216）でi
［装飾範囲］を押す。

パレット表示画面でCr2を押しても操作で

きます。

2 装飾開始位置にカーソルを移動して
tを押す。

すべての文章を選択するときは、iを押します。

選択を取り消すときは、mを押します。

3 装飾終了位置にカーソルを移動して
tを押す。

点滅を指定する ［点滅］→t→1→文字を入力

テロップを指定
する

［テロップ］→t→1→文字を
入力

スウィングを
指定する

［スウィング］→t→1→文字
を入力

プレビュー画面
を表示する

Cr7
tを押すと元の画面に戻ります。

パレット表示画面

お知らせ

受信したデコメールを引用返信、または転送した場合、

装飾や挿入した画像も引用されます。

デコメール対応FOMA端末以外から送信された装飾

メールは装飾が正しく表示されないことがあります。

装飾決定すると、状態アイコンが［U］に変わります。

デコメール非対応機種からデコメール閲覧用のURL付

きメールを転送されても閲覧できません。

パレットを表示しないように設定する
＜パレット設定＞

1 P.216「装飾しながら本文を作成する」の操作２の

あとCr4
2 2

パレットを表示させるとき：1
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4 wでパレットを選んでtを押し、装
飾を指定する。

指定した範囲が装飾されます。

１つ前の状態に戻すときはCr3［元に戻す］

を押します。

［画像挿入］、［ライン挿入］、［背景色］、［デコレー

ション変更］、［デコレーションなし］は選ぶことが

できません。

同じ範囲を続けて装飾するときは、操作４をくり

返します。

5 装飾の指定が終わったらm［文字入
力］を押す。

以降の操作については、P.216の操作５～７を参照

してください。

テンプレートを利用してデコメールを作成できま

す。テンプレートとは、レイアウトや装飾がすでに決

められているデコメール用の雛形です。テンプレー

トを利用することにより、簡単にデコメールを作

成／送信できます。

また、作成したデコメールをテンプレートとして保

存したり、テンプレートをサイトからダウンロード

（nP.190）できます。
テンプレートは最大10～100件まで保存できます。

お買い上げ時、27件のテンプレートが登録されています。

1 待受画面でm7を押す。
テンプレート一覧が表示されます。

2 テンプレートを選んでt［確認］を押
し、i［メール］を押す。

テンプレートが本文入力

画面に反映されます。

デコメール作成と同様に

編集できます。詳しくは、

P.214を参照してくださ

い。

メール作成中にテンプレートを呼び出す

1 メール本文入力画面（nP.213の操作
３）でC2［テンプレート呼出］を押
す。

メール作成画面でテンプレートを呼び出すとき

は、C3を押します。

装飾した本文が入力されているときや、すでに本

文が入力されているメール作成画面のときは、［編

集中の内容が失われます　テンプレートを呼び出

しますか？］と表示されます。［はい］を選んでt
を押すとテンプレート一覧が表示されます。

2 テンプレートを選んでt［確認］を押
し、i［決定］を押す。

テンプレート選択前に本文が入力されているとき

（装飾なし）は、［本文をコピーして貼り付けます

か？］と表示されます。［はい］を選んでtを押す

とテンプレートが本文入力画面に反映され、貼り

付ける位置を選んでtを押すと本文の内容が貼

り付けられます。

装飾した本文が入力されていたときや、すでに本

文が入力されているメール作成画面のときは、テ

ンプレート選択前の本文の内容が削除され、テン

プレートが本文入力画面に反映されます。

1 デコメールの作成が終了（nP.216の
操作１～６）したら、tを押しメール
作成画面でC4［テンプレート保存］
を押す。

2［はい］を選んでtを押す。
メールメニューの［テンプレート］に保存されます。

テンプレートを呼び出して作成したデコメールの

場合は、［新規保存］または［上書き保存］を選んで

tを押します。

お知らせ

パレット設定が［OFF］のときは、サブメニューから装飾の

種類を選んでtを押し、装飾を指定してから範囲を選択

します。

連続して複数の装飾を指定したあとで、装飾範囲を指定

した場合、元に戻すことはできません。

テンプレートを利用して送信する

テンプレートを利用してデコメールを
作成する＜テンプレート＞

お知らせ

本文サイズが10000バイト、または挿入画像の合計が90K

バイトを超えているテンプレートは呼び出しできません。

作成したメールをテンプレートとして
保存する＜テンプレート保存＞

お知らせ

保存したテンプレートには、自動的に保存日時をもとに

したタイトル名が付けられます。

例：2007年３月20日午後１時５分７秒に保存した場合

→［070320_130507］

作成したデコメールに添付ファイルがあっても、添付

ファイルなしで保存されます。

メモリが不足している場合、テンプレートを保存できま

せん。不要なテンプレートを選択削除し、メモリの空き

容量を増やしてから保存してください（nP.218）。
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1 待受画面でm7を押し、テンプレート
を選んでC1［編集］を押す。

2 デコメールを編集して（nP.216の操
作３～６）tを押し、［新規保存］また
は［上書き保存］を選んでtを押す。

ｉモードメールに静止画や動画／ｉモーションな
どを添付して送信できます。

添付できるファイルについて
次のデータを添付することができます。

静止画／イメージ（JPEG画像、GIF画像、GIFアニメー

ション）

メロディ（SMF、MFi）

動画／ｉモーション（MP4）

トルカ（トルカ、トルカ（詳細））

電話帳（vCard）

スケジュール（vCalendar）

ToDo（vCalendar）

ブックマーク（vBookmark）

その他のファイル

データは合計で最大２Mバイト、10個まで添付できます。

GIF画像はmovaサービスのｉモード端末では受信できま

せん。

SMF形式のメロディはmovaサービスのｉモード端末で

は受信できません。

１Kバイトを超えるトルカ、100Kバイトを超えるトルカ

（詳細）は添付できません。

添付ファイルのサイズによっては送信に時間がかかりま

す。

1 ｉモードメールを作成（nP.212の
操作１～３）し、uで添付の入力欄を
選んでtを押す。

2 添付するファイルを選ぶ。

テンプレートを編集する＜編集＞

テンプレートのタイトルを編集する＜タイトル編集＞

1 待受画面でm7 ? テンプレートを選ぶ ? C2
2 タイトルを編集 ? t

テンプレートを削除する＜削除＞

1 待受画面でm7 ? テンプレートを選ぶ ? C3
2 1［１件削除］

複数のテンプレートをまとめて削除するとき：2 

? テンプレートを選ぶt（くり返し可） ? C
すべてのテンプレートを削除するとき：3 ? 端
末暗証番号を入力 ? t

3 ［はい］ ? t

テンプレートの詳細情報を表示する＜情報表示＞

待受画面でm7 ? テンプレートを選ぶ ? C4
確認を終わるとき：tまたはc

関連操作のお知らせ

テンプレートの削除について
選択削除の場合、すべてを選択／解除するときは、i

［全選択］／i［全解除］を押します。

テンプレートの情報表示について
タイトル名、ファイル名、ファイル形式、ファイル制限が

表示されます。

添付ファイル

ファイルを添付する

静止画／
イメージを
添付する

1→フォルダを選ぶ→t→画像を
選ぶ→i

画像を確認するときは、画像を選
んでtを押します。

メロディを
添付する

2→フォルダを選ぶ→t→メロ
ディを選ぶ→i

メロディを再生するときは、メロ
ディを選んでtを押します。再
生を止めるときは、iを押します

（100Kバイトを超えるメロディ
は再生できません）。

動画／
ｉモーショ
ンを添付する

3→フォルダを選ぶ→t→
動画／ｉモーションを選ぶ→i

動画／ｉモーションを再生する
ときは、動画／ｉモーションを選
んでtを押します。再生を止め
るときは、aを押します。

トルカを添付
する

4→フォルダを選ぶ→t→トルカ
を選ぶ→i

トルカを確認するときは、トルカ
を選んでtを押します。

電話帳を添付
する

5→1［本体］／2［microSD］→
名前を選ぶ→t

電話帳を確認するときは、名前を
選んでiを押します。

［microSD］を選んだ場合、電話帳
の確認はできません。

スケジュール
を添付する

6→1［本体］→日を選ぶ→i→
スケジュールを選ぶ→t

スケジュールを確認するときは、
スケジュールを選んでiを押し
ます。
microSDメモリーカードから選
ぶときは、2［microSD］を押し、
スケジュールを選んでtを押し
ます。スケジュールの確認はでき
ません。

ToDoを添付
する

7→1［本体］／2［microSD］→
行動予定を選ぶ→t

行動予定を確認するときは、行動
予定を選んでiを押します。

［microSD］を選んだ場合、ToDo
の確認はできません。
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次ページへ続く??

メール作成画面に戻ります。添付欄に選択した
ファイル名とファイルサイズが表示されます。

添付ファイルを解除するときは、添付欄のファイ
ルを選んでt5またはC7を押します。

添付ファイルを確認するときは、添付欄のファイル
を選んでt4またはC6を押します。

3 i［送信］を押す。

ｉモードメールの作成中に操作を中断しなければ

ならないときや、作成したｉモードメールを保存し

ておきたいときは、FOMA端末に一時保存しておく

ことができます。また、保存したｉモードメールを

編集して送信できます。

1 ｉモードメールの作成中（nP.212
の操作１～３）に、C2［保存］を押す。
作成中のｉモードメー

ルが、未送信メールとし

て保存されます。

送信したｉモードメールを編集・再送する

1 待受画面でm2を押す。

2 フォルダを選んでtを押し、ｉモー
ドメールを選んでtを押す。

vを押すと、前または次のメール表示画面が表示

されます。

cを押すと、送信メール一覧画面に戻ります。

メール一覧画面で、メールを選んでiを押しても
編集できます。mを押すと、再送できます。
添付ファイルを確認するときは、ファイル名を選

んでtを押します。

ブックマーク
を添付する

8→1［ｉモード］／2［フルブ
ラウザ］→フォルダを選ぶ→t→
ブックマークを選ぶ→t
microSDメモリーカードから選ぶ
ときは、3［microSD］を押し、ブッ
クマークを選んでtを押します。

microSDメモ
リーカード内の
その他のファイ
ルを添付する

r1→ファイルを選ぶ→t
ファイルの確認はできません。

撮影した静止
画を添付する

r2→t［Y］→t
撮影した静止画は、［カメラ］フォ
ルダに保存されます。
撮影サイズは自動的に「待受：
240×320」になります。

撮影した動画
を添付する

r3→t［録画］→t→1
撮影した動画は、［カメラ］フォル
ダに保存されます。
500Kバイトを超える動画／
ｉモーションの場合、下記機種※

以外の機種に送るときは、［メー
ル用（短）］を選択してください。
※ 903iシリーズ、904iシリーズ、
703iシリーズ（P703iμを除
く）、704iシリーズ（P704iμを
除く）

撮影サイズは自動的に「QCIF：
176×144」になります。

お知らせ

Flash画像、フレーム、スタンプ、FOMA端末にあらかじ

め内蔵されているメロディは添付できません。

相手の機種がFOMA SH900iより前に発売された機種の

場合、送ったメロディを正しく再生できないことがあり

ます。

FOMA SH903iより前に発売された機種に送信した場

合、添付ファイルの種類やファイルサイズによっては、

添付ファイルを受信できない場合があります。

ｉモードメール添付やFOMA端末外への出力が禁止さ

れているファイルは送信できません。

FOMA端末で撮影した画像にファイル制限を設定して

いる場合、添付して送信できますが、受け取った方はそ

のファイルを外部へ送信できません。

受信側の端末によっては、正しく受信や表示ができない

場合、動画が粗くなったり連続静止画に変換される場合

があります。ｉモードメール（２Mバイト対応）機種※以

外に動画を送信する場合には、ファイルサイズ制限：

メール用（短）、画像サイズ：QCIF、画質：FINE以上の設定

で撮影した動画がおすすめです。

※ 903iシリーズ、904iシリーズ、703iシリーズ（P703iμ

を除く）、704iシリーズ（P704iμを除く）

相手の機種が対応していないファイルは削除されます。

撮影した静止画の添付について
自動保存モードを［ON］に設定している場合、撮影後の

プレビュー画面は表示されません。

すでに添付できる最大件数分のファイルが添付されて

いる場合、または２Mバイトまで添付されている場合

は、添付できません（添付欄が表示されません）。

貼り付けられたデータについて
メールに貼り付けられたメロディ（MFi）は、メールの返

信や転送をする際に引用できません。

トルカについて
トルカのデータサイズによっては、メールに添付して送

信することができない場合があります。

ｉモードメール保存

ｉモードメールを保存しておき、
あとで送信する

ｉモードメールを保存する

お知らせ

メール作成中で宛先、題名、本文、添付ファイルのいずれ

かが入力されている場合、Hを押すと、終了確認画面が

表示されます。［はい］を選択すると、メールの作成を中

止できます。ただし、作成を中止したメールは保存され

ません。

送信／保存したｉモードメールを編集・
送信する

お知らせ
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メロディが添付されているときは、メロディが自

動再生されます。他の画面に移動するとメロディ

は止まります。メロディ自動再生（nP.236）を

［自動再生しない］に設定しているときは、自動再

生されません。

画像が添付されているときは、本文の下に画像と

添付種別マーク、ファイル名が表示されます

（nP.228）。

3 編集・再送する。

保存したｉモードメールを編集・送信する

1 待受画面でm3を押す。

2 フォルダを選んでtを押し、ｉモー
ドメールを選んでtを押す。

3 項目を選んでtを押し、編集してi
［送信］を押す。

新規作成時と同様に編集できます。P.212の操作

２～３を参照してください。

未送信メールは１件ずつ選択して、送信します。

送信したｉモードメールは［送信トレイ］に保存

されます。ただし、振分け条件設定（nP.234）の

条件に合致していた場合は、設定したフォルダに

保存されます。

メール選択受信設定（nP.236）が［OFF］に設定され

ている場合、ｉモードメールを自動的に受信します。
受信メールはｉモードメールとSMSを合わせて４～

1000件まで保存できます（受信メールのサイズによっ

て、保存できる件数が異なります）。

保存するメモリの空き容量がない場合、保護されていな

い保存日時の一番古い既読メールに上書きされます。必

要なｉモードメールは保護することをおすすめします

（上書き確認のメッセージは表示されません）。

特に２Mバイトなどサイズが大きい添付ファイルを受信

する場合は削除される受信メールが多くなりますのでご

注意ください。

FOMA端末が次のいずれかの状態のとき、送信されてきた

ｉモードメールは、ｉモードセンターに保管されます。

編集する iまたはC1→メールを編集→i
新規作成時と同様に編集できます。
P.212の操作２～３を参照してくだ
さい。

再送する C2

メール自動受信

ｉモードメールを受信したときは

電源が入っていないとき

セルフモード中

圏外

テレビ電話の通話中

赤外線通信中

ｉＣ通信中

メール選択受信設定が

［ON］のとき

保護や未読のｉモード

メールがいっぱいで空き

容量がないとき

FirstPassセンター接続中

プッシュトーク通信中

おまかせロック中

お知らせ

ｉモードメール１件につき、添付ファイルも含めて最大

100Kバイトまで自動受信できます。100Kバイトを超え

る添付ファイルは、ｉモードセンターから手動で取得で

きます（nP.224）。

通話中、ｉアプリ実行中、カメラ起動中、パターンデータ

更新中にメールを受信した場合、メール着信音は鳴りま

せん。

FOMA端末（本体）のメールをmicroSDメモリーカード

にコピー、またはmicroSDメモリーカード内のメールを

FOMA端末（本体）にコピーできます。

文字サイズの設定によって、画面に表示される文字数が

変わります。

マークの意味

ｉモードセンターにｉモードメールが保管されていて

も、［W］（青色）が表示されない場合があります。

メール選択受信設定を［ON］に設定しているときは、

［W］（青色）や［X］は表示されません。

マーク 意　味

U
（緑色）

未読ｉモードメールがあります
（nP.221）。

h 未読ｉモードメールと未読SMSの両方
があります（nP.221、P.239）。

H

FOMA端末内の受信ｉモードメールや
SMSがいっぱいです。
未読メールの確認（nP.221、P.240）、
保護解除（nP.231）、不要なメールの
削除（nP.232）を行ってください。

U
（赤色）

FOMA端末内の受信ｉモードメールや
SMS、FOMAカード内のSMSがいっぱい
です。
未読メールの確認（nP.221、P.240）、
保護解除（nP.231）、不要なメールの
削除（nP.232）を行ってください。

[
（赤文字）

未読SMSがあります（nP.239）。

[
（青文字）

FOMAカード内のSMSがいっぱいです。
不要なメールの削除（nP.232）を行っ
てください。

W
（青色）

センターでメールをお預かりしていま
す（メール選択受信設定が［OFF］のと
き）。
ｉモードメールを受信したいときは、
ｉモード問い合わせ（nP.222）を行っ
てください。

X
センターでお預かりしているｉモード
メールがいっぱいです。
ｉモード問い合わせ（nP.222）を行っ
てください。

V
機能別ロックが設定されています。メー
ルの機能別ロック中にｉモードメール
を確認したいときは、端末暗証番号の入
力が必要です（nP.144）。
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1 ｉモードメールが届くと、自動的に受
信する（［U］点滅）。

受信を中止するときは、

受信中にtを押します。

受信を中止したｉモー

ドメールは、ｉモードセ

ンターに保管されます

（［W］（青色）表示）。

受信を中止するタイミン

グにより、ｉモードメー

ルを受信してしまう場合

もあります。

2 受信終了後、ｉモードメールの受信結
果が表示され、ｉモードメール着信音
が鳴る（［U］表示）。

FOMA端末を閉じているときは、サブディスプレ

イに［受信完了］と表示されたあと、ｉモードメー

ルとSMSの合計の件数が表示されます。

受信したｉモードメールは、［受信トレイ］に保存

されます。ただし、振分け条件設定（nP.234）の

条件に合致していた場合は、設定したフォルダに

保存されます。

複数のｉモードメール、メッセージR／Fを同時に

受信したときは、最後に受信したｉモードメー

ル、または設定されているメッセージR／Fの着信

音がなります。

3 受信完了画面で、［メール］を選んでt
を押す。

未読のメールが保存され

ているフォルダは、ピンク

色で表示されています。

SMSを受信したときも、受

信BOXに保存されます。

受信完了画面で、何も操作せずにそのままにして

おくと、約30秒後、自動的に受信前の画面に戻り

ます。待受画面に戻ると［新着メールあり　○件］

と表示されます。

4 フォルダを選んでtを押し、ｉモー
ドメールを選んでtを押す。

受信メールの見かたについては、P.228を参照して

ください。

添付ファイルの確認については、P.224を参照して

ください。

ｉモードセンターに保管されているｉモードメー

ルのタイトルなどを確認し、受信するメールを選択

したり、受信前にｉモードセンターでメールを削除

できます。メール選択受信をご利用になるためには、

あらかじめ［メール選択受信設定］を［ON］に設定し

ます（nP.236）。

なお、［ON］に設定した場合は、自動的にｉモード

メールを受信できません。

新着ｉモードメールを表示する

メインディスプレイ
受信完了画面

サブディスプレイ
受信完了画面

お知らせ

メロディ自動再生が［自動再生する］に設定されている

ときは、メロディが再生されます。他の画面に移動する

と、メロディが止まります。100Kバイトを超えるメロ

ディは再生できません。

画像が添付されているときは、本文の下に画像と添付種

別マーク、ファイル名が表示されます。

メロディとｉアプリToの両方が貼り付けられている場

合は、両方のデータが無効となります。

あらかじめ受信するｉモードメールのサイズ（本文+添

付ファイルまたは貼付データ）を制限できます（ｉモー

ドメニューから［ｉMenu］→［料金＆お申込・設定］→

［メール設定］→［メールサイズ制限］）。

設定した文字数（データ量）を超えた場合、添付ファイル

は選択受信添付ファイルとして受信します。貼付データ

はｉモードセンターで削除され、再度受信することはで

きません。

画像が挿入されているデコメールの場合、添付ファイル

受信設定で画像を受信しないように設定していても、挿

入画像は表示されます。

To、Cc、Bccを設定できるFOMA端末やパソコンなどから

送信されたｉモードメールは、自分がTo、Cc、Bccのどれに

当てはまるかを、FOMA端末で確認できます（nP.228）。

正しく表示できない文字はスペースなどで表示されます。

着信音を止めるとき
次のボタンを押します。

t . . . . . . . . . .着信音が止まり、受信BOX一覧画面が

表示されます。

c、H . . . . . .着信音が止まり、待受画面または受信

前の画面に戻ります。

u . . . . . . . . . .受信完了画面のまま着信音が止まり

ます。

待受中以外の状態で受信したとき
メール受信表示設定を［通知優先］に設定している場合、

メール着信音が鳴り、ディスプレイに［U］と受信完了

画面が表示されます。

メール選択受信

ｉモードメールを選択して受信
する
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メール選択受信設定を［ON］に

設定しているときにｉモード

センターにｉモードメールが

届くと、待受画面には右の画面

が表示されます（メール選択受

信通知）。

t、Hまたはcを押すと、

表示が消えます。ｉモード

メールを選択受信するときは、

表示を消してから行ってください。
右上の画面が表示されているときに、電話がかかってきてs
やHを押しても、通話終了後、再び右上の画面に戻ります。

右上の画面が表示されるときは、メール着信音は鳴らず、

バイブレータも振動しません。

1 待受画面でm8を押す。
ｉモードセンターに接

続され、ｉモードセン

ターに保管されている

ｉモードメールが表示

されます。

メール選択受信設定を

［OFF］に設定していると

きは、［メール選択受信を

ご利用になる場合は「メール設定」から「メール選

択受信設定」をONにしてください］と表示されま

す。tを押すと、メール選択受信設定画面が表示

されます。1［ON］を押し、［はい］を選んでtを

押してから、操作１を行ってください。

2 ｉモードメールごとに［受信］、［削除］
または［保留］を選んでtを押す。

表示されていない部分を

確認するときは、uを押

します。

ファイルが添付されてい

るときはサイズの右側に

次のマークが表示されま

す。

マークの意味

ｉモードセンターのｉモードメールをすべて削

除するときは、メール選択受信画面の最下部にあ

る［(］を選んでtを押します。確認画面で

［>］を選んでtを押すと、ｉモードセンター

のｉモードメールがすべて削除されます。

3［|］を選んでtを押し、
［>］を選んでtを押す。

受信／削除したいｉモードメールを選び直すと

きは、［)］を選んでtを押します。

4 受信したｉモードメールを表示する
（nP.221の操作３～４）。

圏外、セルフモード中、電源が入っていないときなど

に送られてきたｉモードメールはｉモードセン

ターに保管されています（nP.220）。ｉモードセン

ターに問い合わせて受信できます。
ｉモードセンターには、約10Mバイト、最大1000件の

ｉモードメールが保管できます。

ｉモード問い合わせをする種類（ｉモードメール、メッ

セージR／F）を設定できます（nP.235）。

お買い上げ時は、すべての種類の問い合わせをするよう

に設定されています（nP.235）。

メール選択受信設定を［ON］に設定していても、ｉモード問

い合わせをすると、すべてのｉモードメールを受信します。

ｉモード問い合わせをしたあと、［7］が点滅している間

に再びｉモード問い合わせの操作をしても、実際には問

い合わせを行いません。すべての種類について［０件］と

表示されます。

SMSの問い合わせについては、P.239を参照してください。

複数のｉモードメール、メッセージR／Fを受信したとき

は、最後に受信したｉモードメール、メッセージR／Fに設

定されている着信音が鳴ります。

1 待受画面でm61またはi4を押
す。

待受画面でmを２回押しても、ｉモード問い合わ

せを行います。

ｉモード問い合わせ設定（nP.235）の設定に従

い［ｉモードメール］→［メッセージR］→［メッ

セージF］の順でｉモード問い合わせを行います

（問い合わせをしているマーク（［U］、［A］（緑

色）、［B］（緑色））が順次表示されます）。

受信を中止するときは、受信中にtを押します。

受信を中止したｉモードメールは、ｉモードセン

ターに保管されます（［W］（青色）表示）。

受信を中止するタイミングにより、ｉモードメー

ルを受信してしまう場合もあります。

ｉモードメールが届いたときは

ｉモードメールを選択受信する
＜メール選択受信＞

Y 画像ファイルが添付されています。

< メロディファイルが添付されていま
す。

S ｉモーションが添付されています。

s トルカが添付されています。

8 その他のファイルが添付されていま
す。

メインディスプレイ

サブディスプレイ

ｉモードから選択受信する＜メール選択受信＞

待受画面でi ? 1［ｉMenu］ ? ［メニュー／検索］ 
? t ? ［メール選択受信］ ? t

ｉモード問い合わせ

ｉモードメールがあるかどうか
を問い合わせる
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次ページへ続く??

2 問い合わせ結果が表示され、ｉモード
メールがある場合は、ｉモードメール
着信音が鳴る。

センターにｉモードメールが保管されていない

ときは、件数が［０］と表示されます。

3 受信したｉモードメールを表示する
（nP.221の操作３～４）。

ｉモードメールの返信方法には、受信メールの本文

を引用して返信する方法と、本文を引用しないで返

信する方法があります。
未送信BOXのメモリの空き容量がない場合は、ｉモード

メールを返信できません。

SMSの返信については、P.240を参照してください。

1 ｉモードメールを表示（nP.221の
操作１～４）し、C1［返信／転送］を
押して返信方法を選ぶ。

メール一覧画面でiま

たは、メール表示画面で

iを押してもメールを

返信できます。

返信できないｉモード

メールを選んだときは、

［返信先が無効です］と表

示されます。

引用返信するときに［>］と本文を合わせて10000

バイトを超える場合、［y］が表示されます。10000

バイト以内になるように編集してください。

同報があるｉモードメールを選んだときは、返信

先の選択画面が表示されます。1［差出人に返信］

または2［全員に返信］を押します。

2 ｉモードメールを作成し、送信する。
題名や本文を編集できます。詳しくは、P.212の操

作２～３を参照してください。

受信メール表示画面から簡単に返信メールを送信で

きます。
あらかじめクイック返信メール設定（nP.237）で本文

を登録しておきます。10件まで登録できます。

1 ｉモードメールを表示（nP.221の
操作１～４）し、C12［クイック返
信］を押す。

2 本文を選んでtを押す。
本文を確認するときは、本文を選んでi［確認］を

押します。

宛先、題名、本文を確認します。

3 i［送信］を押す。

送信メールを保存するメモリの空き容量がない場合は、

ｉモードメールを転送できません。

1 ｉモードメールを表示（nP.221の操
作１～４）し、C14［転送］を押す。

受信メールの題名の先頭に［Fw:］が付いた題名が

入力されています。

デコメールのときは、装飾と挿入した画像が転送

されます。

2 ｉモードメールを作成し、送信する。
題名や本文を編集できます。詳しくは、P.212の操

作２～３を参照してください。

お知らせ

電波状況などにより、エラーメッセージが表示され、問

い合わせできない場合や中断される場合があります。

ｉモードメール返信

ｉモードメールに返信する

返信する 1
受信メールの題名の先頭に［Re:］が
付いた題名が入力されています。

受信メール
の本文を引
用して返信
する

3
本文の先頭に［>］が挿入され、受信
メールの内容が引用されます。
デコメールのときは、装飾と挿入し
た画像が引用されます。

お知らせ

ｉモードメール作成中にHを押すと、終了確認画面が

表示されます。［はい］を選択すると、ｉモードメールの

作成を中止できます。ただし、作成を中止したｉモード

メールは保存されません。

ｉモードメールの返信画面で未編集のままHを押す

と、終了確認画面は表示されません。

送信元のメールアドレスが50文字を超えているときは

返信できません。返信できないｉモードメールには受信

メール表示画面で［x］が表示されます。

相手がシークレットコードを登録している場合、ｉモー

ドメール送信時にメールアドレスにシークレットコー

ドを付加する必要があります（nP.214）。

本文にｉアプリToが貼り付けられている場合、引用返

信してもｉアプリToは引用できません。また、ドコモ

ケータイdatalinkや赤外線通信を利用しても、ｉアプリ

Toの情報は送信できません。

手早く返信する＜クイック返信＞

ｉモードメール転送

ｉモードメールを他の宛先に転
送する

お知らせ

ｉモードメール作成中にHを押すと、終了確認画面

が表示されます。［はい］を選択すると、ｉモードメー

ルの作成を中止できます。ただし、作成を中止した

ｉモードメールは保存されません。

ｉモードメールの転送画面で未編集のままHを押す

と、終了確認画面は表示されません。

お知らせ
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受信メールや送信メールの送信元や宛先、または

メール本文に書かれたメールアドレスや電話番号を

電話帳に登録できます。
SMSの場合、送信元／宛先の電話番号が電話帳の電話番

号欄に登録されます。

次の場合は、電話帳に登録できません。

メールアドレスが半角50文字を超える受信メールの

送信元

ダイヤル発信制限中

FOMA端末（本体）電話帳の場合は750件、FOMAカー

ド電話帳の場合は50件がすでに登録されているとき

1 受信メール表示画面（nP.228）で
C71［アドレス登録］を押し、登録
方法を選ぶ。

送信メールのときは、送信メール表示画面で

C81を押します。

電話帳入力画面に、送信元または宛先のメールア

ドレスが入力されています。電話帳登録の操作を

続けます（nP.98、P.103）。

1 受信メール表示画面（nP.228）で、電
話番号やメールアドレスを選んで
C72［電話帳登録］を押し、登録方
法を選ぶ。

送信メールのときは、送信メール表示画面で

C82を押します。

電話帳入力画面に、選択した電話番号やメールア

ドレスが入力されています。電話帳登録の操作を

続けます（nP.98、P.103）。

メールBOXに保存するメモリの空き容量がない場合、保

護されていない受信メールが添付ファイルのサイズに応

じて削除されます。

1 選択受信添付ファイルが添付されてい
る受信メールを表示（nP.221の操作
１～４）し、ファイル名を選んでtを
押す。

ファイルが取得され、

メールBOXに保存され

ます。

未取得の選択受信添付

ファイルがある場合、

メール表示画面の一番下

に保存期限が表示されま

す。すべてのファイルを取得すると、保存期限の表

示が消えます。

ｉモードメールに添付されているファイルを確認・
保存・削除できます。

添付ファイルはそれぞれのカテゴリの選択した保存先に

保存されます。

FOMA端末で識別できないファイル（その他のファイル）

は、microSDメモリーカードの［その他］フォルダに保存

されます。

1 ファイルが添付されている受信メール
を表示する（nP.221の操作１～４）。

転送するｉモードメールに添付ファイルがあるとき
取得が完了した添付ファイルのみ転送されます。取得し

ていない選択受信添付ファイルは転送されません。

メロディ添付のｉモードメールを転送した機種

がFOMA SH900iより前に発売された機種の場合、送っ

たメロディを正しく再生できないことがあります。

転送するｉモードメールに、ｉアプリToやｉモード

メール添付、FOMA端末外への出力が禁止されている

ファイルが添付されているとき、それらのファイルは削

除されます。

メールアドレスや電話番号を電
話帳に登録する

送信元／宛先のメールアドレスを電話
帳に登録する＜アドレス登録＞

FOMA端末（本体）電話帳に新規登録する 1
FOMAカード電話帳に新規登録する 2

電話帳に追加／上書き登録する 3→名前を
選ぶ→t

お知らせ

電話帳の機能別ロック中は、端末暗証番号を入力すると

電話帳に登録できます。

宛先が複数存在する場合は、操作１のあとアドレス選択

画面が表示されます。宛先を選んでtを押します。

お知らせ メール本文の電話番号やメールアドレ
スを電話帳に登録する＜電話帳登録＞

FOMA端末（本体）電話帳に新規登録
する

1

FOMAカード電話帳に新規登録する 2

電話帳に追加／上書き登録する 3→名前を
選ぶ→t

選択受信添付ファイルを取得する

添付ファイル確認

添付ファイルを確認・保存・削除
する
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2 uでファイルを選び、確認する。

複数件１ファイル形式の電話帳／スケジュール／

ToDoリスト／ブックマークの場合や、FOMA端末

で識別できないその他のファイルの場合、添付

ファイルの確認およびFOMA端末（本体）への登録

はできません。microSDメモリーカードへの保存

は可能です。

デコメ絵文字も確認・保存できます。

画像は、データBOXのマイピクチャの［ｉモード］フォル

ダまたは［デコメピクチャ］フォルダに保存できます。デ

コメ絵文字は、データBOXのマイピクチャの［デコメ絵文

字］フォルダに保存されます。

1 画像が挿入されている受信メールを表
示（nP.221の操作１～４）し、C5
［本文中画像確認］を押す。

送信メールのときは、

C6を押します。

2 uで画像を選び、確認する。

メモリが不足している場合、テンプレートを保存できま

せん。不要なテンプレートを選択削除し、メモリの空き容

量を増やしてから保存してください（nP.218）。

保存したテンプレートは、メールメニューの［テンプレー

ト］に保存されます。

1 受信したデコメールを表示（nP.221
の操作１～４）し、C73［テンプ
レート保存］を押し、［はい］を選んで
tを押す。

送信メールのときは、C83を押します。

確認する t
添付ファイルが表示また
は再生されます。

保存
する

データBOX
のファイル

C41（送信メールのとき
はC51）→［はい］→t→
フォルダを選ぶ→t

電話帳 C41（送信メールのとき
はC51）→［はい］→t

microSDメモリーカードに
保存されます。
電話帳を表示してから保
存するとき：t→t［登
録］→［本体へ登録］／

［microSDへ保存］→t

スケジュー
ル／ToDo／
ブックマーク

C41（送信メールのとき
はC51）→［はい］→t

microSDメモリーカードに
保存されます。
添付ファイルを表示して
から保存するとき：t→
t［登録］→［本体へ登
録］／［microSDへ保存］→
t

トルカ C41（送信メールのとき
はC51）→［はい］→t→

［本体］／［microSD］→t
トルカを表示してから保
存するとき：t→i［保
存］（トルカの場合）／t

［保存］（トルカ（詳細）の場
合）→［はい］→t→［本
体］／［microSD］→t

その他のファ
イル

C41（送信メールのとき
はC51）→［はい］→t

microSDメモリーカードに
保存されます。

削除する C42（送信メールのとき
はC52）→［はい］→t

お知らせ

ｉモードメールに添付された画像は、正しく表示されな
いことがあります。また、縦横ともに2048ドット以下、
画像面積が縦2048×横2048ドット以下のサイズの画
像は表示されますが、そのサイズを超えた場合、受信し
ても表示されない場合があります。画像については、
P.278「保存した画像を表示する」を参照してください。

メモリが不足している場合、残容量より大きい添付ファ
イルを取得すると、保護されていないメールが削除され
る場合があります。

ｉモーションをパソコンなどで再生する場合は、対応のソ
フトが必要です（nP.407「動画再生ソフトのご紹介」）。
詳しくは、ドコモのホームページを参照してください。

100Kバイトを超えるメロディは再生できません。

その他のファイルをmicroSDメモリーカードに保存し
た場合、ファイル名は「OTHER001」～「OTHER999」に
変更されます。

本文中画像確認

デコメールに挿入された画像を
確認・保存する

確認する t

保存する i→［はい］→t→フォルダを選ぶ→t
デコメ絵文字のとき：i→［はい］→
t

お知らせ

添付された画像は、添付ファイルで確認・保存を行って

ください。

テンプレート保存

デコメールをテンプレートとし
て保存する

お知らせ

保存したテンプレートには、自動的に保存日時をもとに

したタイトル名が付けられます。

例：2007年３月20日午後１時５分７秒に保存した場合

→［070320_130507］

受信したデコメールに添付ファイルがあっても、添付

ファイルなしで保存されます。

挿入画像がファイル制限されている場合、画像は削除し

て保存されます。
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受信、送信、未送信のｉモードメールやSMSを確認

できます。
ｉモードメールとSMSの両方が、受信BOXや送信BOXに

保存されます。

受信メール、送信メール、未送信メールはｉモードメール

とSMSを合わせて下記件数まで保存されます（メールの

サイズによって、保存できる件数が異なります）。

受信／送信／未送信のｉモードメールとSMSは、フォル

ダで管理できます。FOMA端末（本体）には、自分でフォル

ダを作成できます。

FOMA端末（本体）とFOMAカードのそれぞれに［送信ト

レイ］、［受信トレイ］フォルダがあります。［送信トレイ］

フォルダには、FOMA端末（本体）とFOMAカードの［送信

トレイ］の送信メールが混在して表示されます。［受信ト

レイ］フォルダも同様です。

あらかじめ電話帳にメールを送信された相手のメールア

ドレスと電話番号が登録されている場合、発信すること

ができます。

お買い上げ時は、「ドコモからのお知らせg」のメールが

保存されています。

例：受信メールの場合

1 待受画面でm1を押す。
未読のｉモードメールまたはSMSがある場合、そ

のフォルダはピンク色で表示されます。

送信メールを確認するときは、待受画面でm2
を押します。

未送信メールを確認するときは、待受画面で

m3を押します。

すべての受信／送信／未送信メールを一覧表示す

るときは、受信／送信／未送信BOX一覧画面でi
［全表示］を押します。

2 フォルダを選んでtを押し、ｉモー
ドメールやSMSを選んでtを押す。

メール連動型ｉアプリ

フォルダのメールを表示

するときは、フォルダを

選んでCを押し、

［ｉモードメール閲覧］

を選んでtを押してか

ら、ｉモードメールを選

んでtを押します。

未送信BOX一覧

受信BOX／送信BOX／未送信BOX

受信／送信メールBOXのメール
を表示する

受信メール 最大1000件

送信メール 最大500件

未送信メール 最大500件

表示を終了する H

他のメールを確認する c→メール一覧画面で
メールを選び直す

表示中の受信／送信
メールのアドレスや題
名、本文をコピーする

C62（送信メールのと
きはC72）→項目を選
ぶ→t

メール表示画面

全画面表示する Cr4（送信メールのとき
はCr5）またはi（１秒
以上）

戻るとき：wH$m 
as以外のいずれか
のボタン

お知らせ

「ドコモからのお知らせg」の中でご案内しているｉア

プリを起動すると、通信料がかかります。

メール表示画面での画面操作

メール表示画面から電話をかける＜電話発信＞

1 受信メール表示画面で C8
送信メール表示画面のとき：Cr1

2 ［はい］ ? t

3 音声電話をかけるときはt
テレビ電話をかけるとき：i
プッシュトーク発信するとき：m

BOX一覧画面の見かた

受信BOX一覧 送信BOX一覧

下スクロール p
上スクロール o

画面単位下スクロール a
画面単位上スクロール m

次メール表示 r

前メール表示 q

1 32 321

31 2
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次ページへ続く??

1 フォルダマーク
受信BOX一覧の場合、未読メールが保存される

と、ピンク色で表示されます。

2 フォルダ名
フォルダ名が表示されます。

3 ｉモードメール、SMSの総件数
画面右上に、すべてのメールの件数が表示されま

す。画面右下には、選択したフォルダ内のメール

の件数が表示されます。受信BOXでは、画面左下

に、選択したフォルダ内の未読メールの件数も表

示されます。

未送信メール一覧

1 受信メールの種類
［受信トレイ］フォルダの場合、FOMA端末（本体）

とFOMAカード両方の［受信トレイ］内のｉモー

ドメールとSMSが混在表示されます。

2 送信メールの種類
［送信トレイ］フォルダの場合、FOMA端末（本体）

とFOMAカード両方の［送信トレイ］内のｉモー

ドメールとSMSが混在表示されます。

3 未送信メールの種類
未送信メールの種類が表示されます。

4 フォルダ名
フォルダ名が表示されます。

5 題名
題名のないメールは［無題］と表示されます。

先頭から全角10文字（半角20文字）まで表示され

ます。

/
作成されたフォルダ

e～fのフォルダの場合、0～9を押す
と、対応するフォルダのメール一覧画面が表
示されます。

D メール連動型ｉアプリのフォルダ

お知らせ

メール連動型ｉアプリを削除する場合、自動的に作成さ

れたメールフォルダを同時に削除するかどうかを選択

できます。なお、メールフォルダ内に保護されている

メールがある場合はフォルダの削除はできません。

FOMAカードへのコピーについては、P.241を参照して

ください。

microSDメモリーカードへのコピーについては、P.301

を参照してください。

FOMA端末（本体）のｉモードメールやSMSのデータを

赤外線通信やｉＣ通信で送受信できます。

メール一覧画面／表示画面の見かた

受信メール一覧 送信メール一覧

1 4

7

542

8

5 6

67 8

3

6

4

7

5

8

U 未読ｉモード
メール 6 未読ｉモード

メール（保護有）

/ 既読ｉモード
メール } 既読ｉモード

メール（保護有）

H 未読SMS I 未読SMS（保護有）

J 既読SMS K 既読SMS（保護有）

Z
メール連動型ｉア
プリでの未読
ｉモードメール

T
メール連動型ｉア
プリでの未読
ｉモードメール

（保護有）

X
メール連動型ｉア
プリでの既読
ｉモードメール

U
メール連動型ｉア
プリでの既読
ｉモードメール

（保護有）

L 返信済みｉモード
メール \ 返信済みｉモード

メール（保護有）

M 転送済みｉモード
メール ] 転送済みｉモード

メール（保護有）

u FOMAカード未読
SMS t FOMAカード既読

SMS

+ 送信済みｉモード
メール w 送信済みｉモード

メール（保護有）

- 送信済みSMS ) 送信済みSMS
（保護有）

V
メール連動型ｉア
プリでの送信済み
ｉモードメール

S
メール連動型ｉア
プリでの送信済み
ｉモードメール

（保護有）

W FOMAカード送信
済みSMS

, 未送信ｉモード
メール n 未送信ｉモードメー

ル（保護有）

F 未送信SMS o 未送信SMS
（保護有）
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6 データが付いているとき
添付ファイルの種類が表示されます。

7 受信日時（受信メール）※／送信日時（送信メー

ル）／保存日時（未送信メール）
当日の場合は時間、当日以外の場合は日付が表示

されます。

※ お買い上げ時は、ｉモードセンターで受信し

た日時の新しい順に表示されます。表示方法

を変更できます（nP.231）。

8 宛先（送信先）
受信SMSの場合は、相手によって、次のように表

示されます。
相手の電話番号が通知され、かつ電話帳に登録されて

いる場合. . . . . . . . . . . . . . 電話帳に登録されている名前

相手の電話番号が通知され、電話帳に登録されていな

い場合. . . . . . . . . ［090（または080など）XXXXXXXX］

相手の電話番号が非通知の場合 . . . . . . . ［非通知設定］

相手が公衆電話を利用して送信した場合

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ［公衆電話］

1 フォルダ名
文字サイズ設定により表示文字数が異なります。

大きい文字：全角５文字（半角11文字）

標準 ：全角７文字（半角14文字）

小さい文字：全角９文字（半角18文字）

2 保護マーク
保護されているときに表示されます。

3 受信種別
受信種別（To／Cc／Bcc）が表示されます。

4 受信日時
ｉモードセンターまたはSMSセンターで受信し

た日時が表示されます。

5 送信日時
メールを送信した日時が表示されます。

6 送信元
送信元が表示されます。

送信種別（To／Cc）は同報が設定されている場合

に表示されます。

7 宛先（送信先）
メールの宛先（送信先）と送信種別（To／Cc／

Bcc）が表示されます。

8 題名
メールの題名が表示されます。

9 本文
文末には［- END -］が表示されます。また、受信可

能文字数を超えた場合、［/］または［//］が表示さ

れ、超えた部分が自動的に削除されます。

a 添付種別マーク／ファイル名
添付ファイルの種類が表示されます。

画面操作については、P.226「メール表示画面での画
面操作」を参照してください。

宛先または送信元のメールアドレスが電話帳に登録され

ているときは、相手の名前が宛先または送信元の欄に表

示されます。電話帳に登録されていない場合、電話番号ま

たはメールアドレスが表示されます。ただし、電話帳の機

能別ロック中や、電話帳がシークレット登録（nP.113）

されている場合、名前は表示されません。シークレット登

録した電話帳の名前を表示させるには、シークレット

モード（nP.154）を［ON］に設定してください。

受信メールまたは送信メールの場合、画像が添付されて

いるときは、画像が表示されます。

A GIF画像 v スケジュール

C JPEG画像 w ToDo

* メロディ p 未取得のvCalendar

Y ｉアプリToの情報 x Bookmark

G 動画／ｉモーション | 表示できないデータ

i トルカ・トルカ
（詳細） 2 添付ファイル複数

あり

u 電話帳

受信メール表示 送信メール表示

1 4 62 3 21 5 7

8

9

a

I Toに指定されていたアドレスが返信不可の場
合（50文字を超える場合など）

J Ccに指定されていたアドレスが返信不可の場
合（50文字を超える場合など）

A GIF画像
# 未取得の選択受信

添付ファイルC JPEG画像

* メロディ
$ 取得途中の選択受

信添付ファイルG 動画／ｉモーション

i トルカ・トルカ
（詳細） % 取得不可の選択受

信添付ファイル

u 電話帳

5
貼り付けデータ不
正／削除済みの添
付ファイル

v スケジュール

w ToDo

x Bookmark
j

FOMAカード動作
制限機能が設定さ
れているファイル| 表示できないデータ
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FOMA端末に保存されているｉモードメールやSMSを保

存できます。

本文サイズが10000バイト、または挿入画像の合計が90K

バイトを超えるメールは、保存／更新できません。

選択保存するときは、最大10件まで選択できます。

本サービスはお申し込みが必要な有料サービスです。

保存したメールの復元などの利用方法について詳しく

は、『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご

覧ください。

1 受信／送信／未送信メール一覧画面
（nP.227）でメールを選んでC5
［お預かりセンターに保存］を押す。

受信メール表示画面のときは、Cr2を押し、

送信メール表示画面のときは、Cr3を押した

あと、［はい］を選んでtを押し、端末暗証番号を

入力してtを押します。

2 メールを保存する。

受信／送信／未送信のｉモードメールやSMSは、

フォルダに分けて管理したり、削除や表示順番を並

べ替えることができます。
フォルダは、それぞれ最大20個（［受信トレイ］、［送信トレ

イ］、［未送信トレイ］、メール連動型ｉアプリフォルダを

含まず）作成することができ、フォルダ名を編集したり、

削除できます（ただし、［受信トレイ］、［送信トレイ］、［未

送信トレイ］、メール連動型ｉアプリは名前を編集した

り、削除したりできません）。

フォルダを作成する＜フォルダ新規作成＞

1 受信／送信／未送信BOX一覧画面
（nP.226）でC11［フォルダ新規
作成］を押す。

2 フォルダ名を入力してtを押す。
「新しいフォルダ」名を削除するときは、cを１秒

以上押します。

フォルダ名を編集する＜フォルダ名編集＞

1 受信／送信／未送信BOX一覧画面
（nP.226）でフォルダを選んで
C12［フォルダ名編集］を押す。

2 フォルダ名を編集してtを押す。
フォルダ名を削除するときは、cを１秒以上押し

ます。

フォルダの表示順を１つ上に移動する
＜フォルダ移動（↑）＞

1 受信／送信／未送信BOX一覧画面
（nP.226）でフォルダを選んで
C13［フォルダ移動（↑）］を押す。

フォルダのセキュリティを設定する
＜フォルダセキュリティ＞

1 受信／送信／未送信BOX一覧画面
（nP.226）でフォルダを選んで
C14［フォルダセキュリティ］を押
す。

2 端末暗証番号を入力してtを押す。

3［ON］／［OFF］を選ぶ。

メールをお預かりセンターに保存する
＜お預かりセンターに保存＞

１件保存する 1→［はい］→t→端末暗証番号
を入力→t

複数のメール
をまとめて
保存する

2→メールを選ぶt（くり返し
可）→C→［はい］→t→端末暗証
番号を入力→t

フォルダ内のメール件数が10件
以下のときは、i［全選択］／i

［全解除］を押して、すべてを選
択／解除できます。

お知らせ

添付ファイルは保存できません。

SMS送達通知は保存できません。

お預かりセンターへ保存したときの通信履歴は、電話帳

通信履歴表示で確認できます（nP.114）。

フォルダを管理する

お知らせ

FOMAカードにはフォルダを作成できません。

フォルダ名は最大全角９文字（半角18文字）まで入力で

きます。

お知らせ

［受信トレイ］、［送信トレイ］、［未送信トレイ］、メール連

動型ｉアプリのフォルダ名は編集できません。

お知らせ

［受信トレイ］、［送信トレイ］、［未送信トレイ］、メール連

動型ｉアプリフォルダの位置は変更できません。

設定する 1

解除する 2

お知らせ

フォルダセキュリティを［ON］に設定すると、フォルダ

のマークが［=］に変わります。

また、メール一覧を表示するときに端末暗証番号の入力

が必要になります。

フォルダセキュリティを設定した場合、受信／送信／未

送信BOX一覧画面でi［全表示］を押してすべてのメー

ル一覧を表示するときに端末暗証番号の入力が必要に

なります。
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フォルダを削除する

メールの表示を切り替える＜表示切替＞

メール一覧画面で以下の６通りの表示に切り替える

ことができます。
受信BOX、送信BOX、未送信BOXについて、それぞれの表

示方法を設定できます。

※１ SMSは本文先頭文字を表示します。

※２ 電話帳に登録されていない場合は、メールアドレスま

たは電話番号を表示します。

※３ SMSは電話番号を表示します。

1 受信／送信／未送信メール一覧画面
（nP.227）でC61［表示切替］を
押す。

2 表示方法を選ぶ。

削除方法 説　明
操作できる

画面

フォルダ
１件削除

フォルダを１件ずつ削除しま
す。 受信／送信／

未送信BOX
一覧画面フォルダ

選択削除
複数のフォルダをまとめて削
除します。

既読全件
削除

（受信メール）

［受信トレイ］を含む全フォル
ダ内の保護されていないすべ
ての既読ｉモードメール／
SMSを削除します。 受信BOX

一覧画面未読全件
削除

（受信メール）

［受信トレイ］を含む全フォル
ダ内の保護されていないすべ
ての未読ｉモードメール／
SMSを削除します。

全削除
（フォルダ残）

保護されていないすべての
ｉモードメール／SMSを削
除します。フォルダは残しま
す。

受信／送信／
未送信BOX
一覧画面全削除

（フォルダ消）
すべてのフォルダと、保護さ
れていないすべてのｉモード
メール／SMSを削除します。

作成したフォルダを削除する＜削除＞
1 受信／送信／未送信BOX一覧画面でフォルダを

選ぶ ? C2
2 1［フォルダ１件削除］

フォルダを選んで削除するとき：2 ? フォルダ

を選ぶt（くり返し可） ? C
3 端末暗証番号を入力 ? t ? ［はい］ ? t

すべてのメールを削除する＜全件削除＞

1 受信／送信／未送信BOX一覧画面でC2
2 5［全削除（フォルダ残）］

既読メールを全件削除するとき：3
未読メールを全件削除するとき：4
フォルダごと全件削除するとき：6
送信BOX一覧画面／未送信BOX一覧画面の

とき：3
送信BOX一覧画面／未送信BOX一覧画面で

フォルダごと全件削除するとき：4
3 端末暗証番号を入力 ? t ? ［はい］ ? t

お知らせ

［受信トレイ］、［送信トレイ］、［未送信トレイ］は削除で

きません。

FOMAカード内のSMSは削除されません。

メールが保存されているフォルダも削除できます。

保護されているメールは削除できません。

［フォルダ１件削除］または［フォルダ選択削除］を行っ

た場合、フォルダに保存されているメールも削除されま

す。ただし、保護されているメールがあるときは、フォル

ダおよびフォルダに保存されているメールは削除でき

ません。

［全削除（フォルダ消）］を選択した場合、保護されていな

いｉモードメールやSMSは削除されますが、保護され

ているｉモードメールやSMSは削除されません。保護

されているｉモードメールやSMSが保存されている

フォルダは残ります。

メール連動型ｉアプリフォルダに対応したソフトがあ

る場合、フォルダを削除できません。ソフトを削除して

からフォルダを削除してください。また、対応したソフ

トがない場合、フォルダを削除できますが、受信BOX、送

信BOX、未送信BOX一覧内に作成されたメール連動型

ｉアプリフォルダのうち、いずれかを削除すると、他の

メール連動型ｉアプリフォルダもすべて削除されます。

フォルダ選択削除の場合、すべてを選択／解除するとき

は、i［全選択］／i［全解除］を押します。

メールを管理する

お買い上げ時 ２行表示

２行表示 1 名前表示 4

題名表示 2 日時＋名前表示 5
日時＋題名表示 3 アドレス表示 6

お知らせ

２行表示 題名表示※１

日時＋題名表示※１ 名前表示※２

アドレス表示※３日時＋名前表示※２
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受信メールの差出人のアドレスを表示
する＜アドレス確認＞

1 受信メール一覧画面（nP.227）で
メールを選んでC63［アドレス確
認］を押す。

メールを並べ替える＜ソート＞

メールの表示方法

※ 各項目内は「日付（新→旧）」の順で表示されます。

1 受信／送信／未送信メール一覧画面
（nP.227）でC62［ソート］を押
す。

2 ソート方法を選んでtを押す。

メールを別のフォルダに移動する＜移動＞

1 受信／送信／未送信メール一覧画面
（nP.227）でメールを選んで
C31［移動］を押す。

2 移動方法を選ぶ。

メール表示画面で別のフォルダに移動す
る＜１件移動＞

1 受信メール表示画面（nP.228）で
C61［１件移動］を押す。

送信メール表示画面のときは、C71を押します。

2 フォルダを選んでtを押す。

メールを保護する＜保護＞

1 受信／送信／未送信メール一覧画面
（nP.227）でメールを選んでC1
［保護］を押す。

受信メール表示画面のときは、C21を押し、
表示しているメールを保護します。

送信メール表示画面のときは、C31を押し、
表示しているメールを保護します。

2 保護／解除方法を選ぶ。

日付順（新→旧） 受信／送信／保存した日時が新しい順

日付順（旧→新） 受信／送信／保存した日時が古い順

アドレス順 相手のメールアドレスによって、数字→
英字大文字→英字小文字の順

題名順 題名によって、半角文字（記号→数字→
英字大文字→英字小文字）→全角文字

（ひらがな→カタカナ→漢字→絵文字→
数字→英字大文字→英字小文字）→半角
カタカナの順（各文字種類内では、文字
コード順）

保護メール優先※ 保護メール→通常のメールの順

添付ありメール
優先※

添付ありメール→添付なしメールの順

サイズ順（大→小） サイズの大きい順

サイズ順（小→大） サイズの小さい順

お知らせ

［受信トレイ］、［送信トレイ］の場合、ｉモードメール、

FOMA端末（本体）のSMS、FOMAカードのSMSのすべ

てがソートされます。

サイズ順でのソートの場合、先にｉモードメールと

FOMA端末（本体）内のSMSの並べ替えを行い、その次

にFOMAカード内のSMSのみで並べ替えを行います。

お買い上げ時は、受信／送信／未送信メールのいずれ

も、送信／保存（または受信）した日時が新しい順（［日付

順（新→旧）］）に設定されています。

メール一覧以外の画面を表示すると、変更した表示方法

は、お買い上げ時の設定に戻ります。ただし、表示方法を

変更した状態でメール表示画面を確認したあと、cを

押したり、［１件移動］または［１件削除］してメール一覧

画面に戻った場合は、変更した状態が保持されます。

１件移動する 1→フォルダを選ぶ→t

フォルダ内で複数
をまとめて移動
する

2→メールを選ぶt（くり返し
可）→C→フォルダを選ぶ→t

すべてを選択／解除する場
合は、i［全選択］／i［全解
除］を押します。

フォルダ内のすべ
てを移動する

3→フォルダを選ぶ→t

お知らせ

FOMAカード内のSMSはFOMAカード内では移動でき

ません。

メール連動型ｉアプリをダウンロードするときに自動
的に作成されるフォルダに、すでに受信しているｉアプ
リメールを手動で振り分けることもできます。

１件保護する 11

複数をまとめて保護
する

12→メールを選ぶt
（くり返し可）→C

すべてを選択／解除す
る場合は、i［全選択］／
i［全解除］を押します。

フォルダ内のすべて
を保護する

13

１件解除する 21
複数をまとめて解除
する

22→メールを選ぶt
（くり返し可）→C

すべてを選択／解除す
る場合は、i［全選択］／
i［全解除］を押します。

フォルダ内のすべて
を解除する

23

お知らせ

FOMAカード内のSMSは保護できません。保護されて

いるSMSをFOMAカードにコピーすると、保護は解除

されます。

複数をまとめて保護する場合、選択できるのは最大50

件までです。
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メールを削除する＜削除＞

メールの削除方法

FOMA端末は、送受信したメール（ｉモードメール、

SMS）の履歴を、最新のものから受信／送信それぞ

れ30件まで記憶しています。これらの履歴を利用し

て、メールを送信したり、音声電話や、テレビ電話を

かけたり、相手のメールアドレスや電話番号を電話

帳に登録できます。
記憶できる件数を超えたときは、古い履歴から順に削除

されます。

同じ相手と複数回送受信したときは、それぞれ別の履歴

として記憶されます。

同報送信したメールアドレスは履歴に記憶されません。

送信メール表示画面で、送信に成功した宛先を確認する

ことができます（nP.228）。

メールアドレスは最大半角50文字まで表示されます。

削除方法 説　明
操作できる

画面

１件削除 ｉモードメール／SMSを
１件ずつ削除します。

受信／送信／
未送信メール

一覧画面
受信／送信

メール
表示画面

選択削除 保護されていない複数の
ｉモードメール／SMSを
まとめて削除します。 受信／送信／

未送信メール
一覧画面フォルダ内

全件削除
フォルダ内の保護されてい
ないすべてのｉモードメー
ル／SMSを削除します。

フォルダ内
既読削除

（受信メール）

フォルダ内の保護されてい
ないすべての既読ｉモード
メール／SMSを削除します。 受信メール

一覧画面フォルダ内
未読削除

（受信メール）

フォルダ内の保護されてい
ないすべての未読ｉモード
メール／SMSを削除します。

メールを１件ずつ削除する＜１件削除＞

1 受信メール表示画面でC3
送信メールを削除するとき：送信メール表示画

面でC4
2 ［はい］ ? t

メール一覧画面から１件ずつ削除する＜１件削除＞

受信／送信／未送信メール一覧画面でC21 ? 
［はい］ ? t

メール一覧画面からすべてのメールを削除する
＜フォルダ内全件削除＞

1 受信／送信／未送信メール一覧画面でC2
2 5［フォルダ内全件削除］

既読メールを全件削除するとき：3
未読メールを全件削除するとき：4
送信／未送信メールのとき：3

3 端末暗証番号を入力 ? t ? ［はい］ ? t

メールを選んで削除する＜選択削除＞

1 受信／送信／未送信メール一覧画面でC2
2 2［選択削除］
3 メールを選ぶt（くり返し可） ? C ? ［はい］

? t

ｉアプリフォルダ内のメールを削除する＜削除＞

1 受信／送信BOX一覧画面でｉアプリフォルダ

を選ぶ ? C4［ｉモードメール閲覧］
未送信BOX一覧画面のとき：ｉアプリフォルダ

を選ぶ ? C3
2 １件削除のときは、メールを選ぶ ? C21 

? ［はい］ ? t
フォルダ内の受信メールをすべて削除すると

き：C25 ? 端末暗証番号を入力 ? t 

? ［はい］ ? t
フォルダ内の送信／未送信メールをすべて削除

するとき：C23 ? 端末暗証番号を入力 ? t 

? ［はい］ ? t
既読メールを削除するとき：C23 ? 端末暗

証番号を入力 ? t ? ［はい］ ? t
未読メールを削除するとき：C24 ? 端末暗

証番号を入力 ? t ? ［はい］ ? t
メールを選んで削除するとき：C22 ? メー

ルを選ぶt（くり返し可） ? C ? ［はい］ ? t

お知らせ

メール一覧画面からは、FOMAカード内のメールを選択

して削除できます。

選択削除の場合、選択できるのは最大50件までです。

フォルダ内のメール件数が50件以下のときは、i［全選

択］／i［全解除］を押して、すべてを選択／解除できま

す。

ｉアプリのソフトによっては、フォルダ内からｉアプ

リメールが自動的に削除されることがあります。

メール受信履歴・メール送信履歴

メールの履歴を利用する
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次ページへ続く??

メール受信／送信履歴一覧・詳細画面の
見かた

ここでは、受信メールで説明しています。

1 履歴の種類

2 受信日時（メール受信履歴）／送信日時（メー

ル送信履歴）
メールの受信日時／送信日時が表示されます。

3 相手のメールアドレスまたは電話番号
相手のメールアドレスや電話番号が表示されま

す。

4 相手の名前
電話帳に同じメールアドレスや電話番号が登録

されているときに表示されます。

5 履歴番号
受信日時／送信日時が新しい順に番号が表示さ

れます。

メール受信履歴／メール送信履歴を利用
してメールを送信する

1 待受画面でq（M）i［受信履歴］を
押す。

画面右上に表示される数

字が小さいほど、新しく

受信したものです。

メール受信履歴表示を

［OFF］に設定していると

きには、［メール受信履歴

表示OFF設定中］と表示

されます。

メール送信履歴を利用してメールを送信するとき

は、待受画面でr（I）i［送信履歴］を押します。

メール送信履歴表示を［OFF］に設定しているとき

には、［メール送信履歴表示OFF設定中］と表示さ

れます。

2 履歴を選んでtを押す。
確認を終わるときは、Hを押します。

3 t［メール］を押す。
ｉモードメールの履歴を選んで操作した場合は、

ｉモードメール作成画面が表示されます。宛先欄

には、相手のメールアドレスが入力されています。

以降の操作については、P.213の操作３～４を参照

してください。

SMSの履歴を選んで操作した場合は、SMS作成画

面が表示されます。宛先欄には、相手の電話番号が

入力されています。以降の操作については、P.238

の操作３～４を参照してください。

メール受信履歴のメールアドレスや電話
番号を電話帳に登録する

1 待受画面でq（M）i［受信履歴］を
押し、履歴を選んでtを押し、C1
［電話帳登録］を押す。

メール受信履歴一覧画面

で、履歴を選んでC1を

押しても登録できます。

ｉモードメールの履歴

を選んで操作を行うと、電話帳にメールアドレス

が登録されます。

SMSの履歴を選んで操作を行うと、電話帳に電話

番号が登録されます。

2 登録方法を選ぶ。

電話帳入力画面に、メールアドレスまたは電話番

号が入力されています。電話帳登録の操作を続け

ます（nP.98、P.103）。

メールの履歴を削除する＜削除＞

1 メール受信／メール送信履歴一覧画面
（nP.233）で、履歴を選んでC2［削
除］を押す。

2 削除方法を選ぶ。

履歴一覧画面 履歴詳細画面

w ｉモードメール

h SMS

x
返信できないメールまたは発信者番号非通知の
SMS（メール受信履歴）／送信を失敗したメー
ル（メール送信履歴）

お知らせ

メール受信履歴、メール送信履歴を表示しないように設

定できます（nP.153）。

1

2

4

1 2 4

3

5

FOMA端末（本体）電話帳に
新規登録する

1

FOMAカード電話帳に新規
登録する

2

電話帳に追加／上書き登録
する

3→名前を選ぶ→t

お知らせ

メール送信履歴のメールアドレスや電話番号を電話帳

に登録できます。操作方法は、メール受信履歴の場合と

同様です。

１件削除する 1→［はい］→t

すべてを削除する 2→［はい］→t
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ディスプレイに表示されるｉモードメールやSMS

の文字の大きさを設定できます。
テンプレートリスト画面や、メール作成時のテンプレー

トから呼び出したデコメールのプレビュー画面では文字

サイズは変わりません。

1 待受画面でm94を押し、文字サイ
ズを選ぶ。

フォルダに振分け条件を設定すると、条件に合った

ｉモードメールやSMSを自動的に振り分けること

ができます。
［受信トレイ］や［送信トレイ］、［未送信BOX］のフォルダ

に振分け条件を設定することはできません。

SMSをFOMAカードへ振り分けることはできません。

受信／送信BOXで、それぞれ最大25個（ｉアプリフォル

ダを含む）まで振り分けができ、１つのフォルダに最大10

件まで振分け条件を設定できます。

通常のメールを、メール連動型ｉアプリフォルダに振り

分けることもできます。このとき、メール連動型ｉアプリ

の振分け条件が優先されます。

振分け条件について
振分け条件として設定できるのは、次の６つです。

複数のフォルダの振分け条件に合致した場合、［フォルダ

１］が最も優先順位が高く、一番下に表示されているフォ

ルダが最も優先順位が低くなります。

シークレット登録した電話帳データは、登録されていな

いのと同じ扱いになります。［グループ］では振分け対象

外になり、［電話帳登録なし］では振分け対象になります

ので、ご注意ください。［グループ］の対象にするには、

シークレットモードを［ON］に設定してください。

指定したメールアドレスのメールを振り分けます。メー

ルアドレスは@以降の文字も含めてアドレス全体を指定

します（最大半角50文字）。ただし、送信元がｉモード端末

（mova含む）のアドレスの場合、「@docomo.ne.jp」は省略

できます。また、電話番号を指定すると、SMSも振り分け

られます。

電話帳の機能別ロック中は、［グループ］と［電話帳登録な

し］は振り分け対象外となりますので、ご注意ください。

FOMAカード電話帳に登録してある相手からのメール

は、［電話帳登録なし］のメールとして振り分けられます。

ｉアプリメールは振分け条件に関係なく、対応するメール

連動型ｉアプリフォルダに振り分けられます。

フォルダに振分け条件を設定する

1 受信／送信BOX一覧画面（nP.226）
でフォルダを選んでC3［振分け条件
設定］を押す。

上にあるフォルダに設定されている条件ほど優先

度が高くなります。

2 登録先番号を選んでtを押し、振分け
条件を設定する。

設定済みの番号を選ぶと、振分け条件を編集でき

ます。振分け条件を選び直してtを押し、［はい］

を選んでtを押します。

メールの履歴から電話をかける＜電話発信＞

1 メール受信／メール送信履歴一覧画面で履歴を

選ぶ ? C3 ? ［はい］ ? t
2 音声電話をかけるときはt

テレビ電話をかけるとき：i
プッシュトーク発信するとき：m

関連操作のお知らせ

電話発信について
あらかじめ電話帳にメールを送信された相手のメール

アドレスと電話番号が登録されている場合、発信するこ

とができます。

メール設定

FOMA端末のメール機能を設定
する

メールの文字サイズを切り替える
＜文字サイズ設定＞

お買い上げ時 標準

大きい文字 1
標準 2

小さい文字 3

メール表示画面でワンタッチで文字サイズを切り替える
文字を小さくするときは1
文字を大きくするときは3

メール表示画面でサブメニューから文字サイズを切
り替える＜文字サイズ設定＞

1 受信メール表示画面でCr3
送信メール表示画面のとき：Cr4

2 文字サイズを選ぶ ? t

メールを自動的にフォルダに振り分け
る＜振分け条件設定＞

アドレス（差出人） 差出人のメールアドレスで振り分けま
す（受信メールのみ）。

アドレス
（差出人／同報）／
アドレス

（送信先／同報）

受信メールはFrom、To、Cc、送信メール
はTo、Cc、Bccのアドレスが振分け条件
の対象となり、画面上で上にあるフォ
ルダから優先的に振り分けられます。

グループ FOMA端末（本体）電話帳に設定されて
いるグループで振り分けます。

題名 題名に含まれている文字列で振り分け
ます。

電話帳登録なし FOMA端末（本体）電話帳に登録されて
いない相手からのメールを振り分けま
す。送信メールの場合、電話帳未登録の
アドレスが送信先／同報に１件でも存
在すれば指定フォルダに振り分けま
す。

すべての受信
（送信）メール

すべての受信メール（または送信メー
ル）を振り分けます。
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メール連動型ｉアプリフォルダに設定するとき

は、［メールはソフトで利用されます　設定します

か？］と表示されます。［はい］を選んでtを押し、

振分け条件を設定します。［いいえ］を選んでtを

押すと、操作１の画面に戻ります。

3 複数の振分け条件を設定するときは、
操作２をくり返す。

4 i［完了］を押す。

設定した振分け条件を削除する
振分け条件を削除できます。

1 受信／送信BOX一覧画面（nP.226）
でフォルダを選んでC3［振分け条件
設定］を押す。

2 振分け条件を選んでCを押し、削除方
法を選ぶ。

署名を利用して自分の名前や電話番号、メールアド

レスなどを伝えることができます。また、署名を装飾

できます。
ｉモードメール作成時に、自動的にあらかじめ署名を本

文に貼り付ける（入力される）ように設定できます。

署名は１件のみ登録できます。

SMSには署名を貼り付けることができません。

1 待受画面でm9r1を押す。
すでに署名が登録されているときは、現在登録さ

れている署名が表示されます。

2 署名を入力してtを押し、1［ON］を
押す。

本文は全角5000文字（半角10000文字）まで、挿入

画像は最大90Kバイトまで入力できます。改行［K］
も入力できます。

ｉモード問い合わせをするかどうかを種類別（ｉモー

ドメール、メッセージR／F）に設定できます。

1 待受画面でm96を押し、種類と
［ON］／［OFF］を選ぶ。

2 i［完了］を押す。

受信メールを差出
人のメールアドレ
スで振り分ける

［アドレス（差出人）］→t→
入力方法を選ぶ→t→メー
ルアドレスを選ぶ（または入
力）→t

半角20文字分まで表示さ
れます。

差出人または宛先と
同報のメールアドレ
スで振り分ける

［アドレス（差出人／同報）］ま
たは［アドレス（送信先／同
報）］→t→入力方法を選ぶ
→t→メールアドレスを選
ぶ（または入力）→t

半角20文字分まで表示さ
れます。

グループで振り分
ける

［グループ］→t→グループ
名を選ぶ→t

グループ名が表示されます。

題名に含まれる文
字列で振り分ける

［題名］→t→文字列を入力
→t

最大全角15文字（半角30
文字）まで入力でき、入力
した文字列の先頭から全
角10文字分（半角20文字
分）が表示されます。

FOMA端末（本体）の
電話帳に登録してい
ない相手からのメー
ルを振り分ける

［電話帳登録なし］→t

すべての受信（送
信）メールを振り分
ける

［全ての受信メール］または
［全ての送信メール］→t→
［はい］→t

［全ての受信（送信）メール］
が［U］に設定されます。

［いいえ］を選んでtを押
すと、指定した番号に設定
されます。

１件削除する 1→［はい］→t→i

全件削除する 2→［はい］→t→i

ｉモードメールに署名を付ける
＜署名登録＞

お買い上げ時 ON

署名を装飾する
待受画面でm9r1 ? P.216「装飾しながら本文
を作成する」の操作３～６を参照して署名を装飾

署名を削除する
待受画面でm9r1 ? c（１秒以上） ? t ? 2

ｉモード問い合わせの内容を設定する
＜ｉモード問い合わせ設定＞

お買い上げ時
ｉモードメール：ON
メッセージR：ON　メッセージF：ON

ｉモードメール 1→1［ON］／2［OFF］

メッセージR 2→1［ON］／2［OFF］

メッセージF 3→1［ON］／2［OFF］
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メール選択受信設定を［ON］に設定した場合でも、ｉモー

ド問い合わせを行うとすべてのメールを受信します。受

信したくない場合には、お問い合わせしたい項目から

ｉモードメールを外してご利用ください（nP.222）。

1 待受画面でm98を押し、1［ON］
を押し、［はい］を選んでtを押す。

複数の宛先をメールメンバーに登録しておくと、簡
単な操作で複数の宛先を指定できます。宛先を１件
ずつ指定する同報送信の操作とは異なり、一度に複
数の宛先を指定できます。

１つのメールメンバーにつき、最大５件のメールアドレ

スを登録できます。

メールメンバーは、最大10件まで登録できます。

通信料は、１通のみ送信した場合と同じです（ただし、追

加した宛先の情報量については、通信料が増えます）。

メールメンバーにアドレスを登録する

1 待受画面でm99を押す。

2 登録先のメールメンバーの番号を選んで
tを押し、登録先を選んでtを押す。

3 入力方法を選んでtを押し、メールア
ドレスを選択（または入力）してtを
押す。

すでに登録されている番

号を選んだときは、入力

方法選択画面で2［直接

入力］以外を押すと、［上

書きしますか？］と表示

されます。［はい］を選ん

でtを押すと、メールアドレスを選択できます。

［いいえ］を選んでtを押すと、操作３の画面に戻

ります。2［直接入力］を押したときは、アドレス

入力画面が表示されます。

メールアドレスを追加して登録するときは、登録

先を選んでtを押し、操作３をくり返します。

4 i［完了］を押す。

メールメンバーのメンバー名を編集する

1 待受画面でm99を押し、メールメ
ンバーを選んでC1［メンバー名編
集］を押す。

メンバー名をリセットす

るときは、メールメン

バーを選んで、C2［メ

ンバー名１件リセット］を押します。［はい］を選ん

でtを押すと、メンバー名がお買い上げ時のメン

バー名（［メンバー１］～［メンバー10］）に戻りま

す。

2 メンバー名を編集してtを押す。
最大全角10文字（半角20文字）まで入力できます。

メンバー名を削除するときはcを１秒以上押し

ます。

メールメンバーに登録されているメール
アドレスを削除する

1 待受画面でm99を押し、メールメ
ンバーを選んでtを押す。

2 メールアドレスを選んでCを押し、削
除方法を選ぶ。

メッセージR／Fや受信したｉモードメールに添付

または貼り付けられているメロディを、自動再生す

るかどうかを設定できます。
100Kバイトを超えるメロディは自動再生されません。

1 待受画面でm93を押し、自動再生
するかどうかを選ぶ。

ｉモードメールを選択して受信できる
ようにする＜メール選択受信設定＞

お買い上げ時 OFF

メールメンバーリストを作成する
＜メールメンバー設定＞

１件削除する 1→［はい］→t→i
すべてを削除
する

2→［はい］→t→i
選んだメールメンバー内のす
べてのメールアドレスを削除
します。

メロディを自動再生するかどうかを設
定する＜メロディ自動再生＞

お買い上げ時 自動再生する

自動再生する 1 開封時に自動的に再生し
ます。

自動再生しない 2 開封時に自動的に再生し
ません。

お知らせ

［自動再生する］に設定した場合、マナーモード設定中

は、メロディを再生するかどうかの確認画面が表示され

ます。［はい］を選択すると再生されます。
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クイック返信（nP.223）するときは、送信する本文

をあらかじめ設定しておきます。
本文は全角250文字（半角500文字）以内で10件まで登録

できます。

お買い上げ時に登録されている本文は次のとおりです。

1 待受画面でm91を押し、登録また
は編集する本文の番号を選んでtを
押す。

2 本文を編集してtを押す。

受信する添付ファイルの種類を設定できます。受信

しないように設定した添付ファイルは選択受信添付

ファイルになり、メール受信時には取得されません。
選択受信添付ファイルの取得方法については、P.224を参

照してください。

1 待受画面でm92を押す。

2 添付ファイルの種類を選んでtを押
し、Cを押す。

［E］が選択、［H］が解除の状態です。tを押すと

交互に切り替えることができます。

すべてを選択／解除する場合は、i［全選択］／i
［全解除］を押します。

操作中にメールを受信した場合の通知方法を設定で

きます。
通話中、ｉアプリ実行中、カメラ起動中、パターンデータ

更新中、ストリーミングタイプのｉモーションの取得中、

microSDメモリーカード内のデータを参照中は、メール

受信画面と受信結果は表示されません。

1 待受画面でm95を押し、通知方法
を選ぶ。

1 待受画面でm9r6を押す。
wでページを切り替え

られます。

確認を終わるときは、t
を押します。

メールの設定をお買い上げ時の状態に戻すことがで

きます。

1 待受画面でm9r7を押す。

2 端末暗証番号を入力してtを押し、
［はい］を選んでtを押す。

クイック返信メールの本文を設定する
＜クイック返信メール設定＞

1 また後でかけ直し
ます

6 よろしくお願い致
します

2 OKです 7 キャンセルです

3 NGです 8 今忙しい

4 ありがとうござい
ます

9 了解しました

r1 ちょっと待ってく
ださい5 ごめんなさい

添付ファイルを受信するかどうかを設
定する＜添付ファイル受信設定＞

お買い上げ時 すべて受信する

お知らせ

メッセージR／Fの場合、設定にかかわらず、すべての添

付ファイルを受信します。

メール本文中に貼り付けられたMFi形式のメロディは

設定にかかわらず受信します。

操作中のメール受信の通知方法を設定
する＜メール受信表示設定＞

お買い上げ時 通知優先

通知優先 1 メール受信時に、受信した［U］、
［A］、［B］、［[］が表示され、着
信ランプなどが点滅し、メール着
信音が鳴ります。

操作優先 2 メール受信時に、受信した［U］、
［A］、［B］、［[］などが表示されま
す。メール着信音は鳴らず、着信ラン
プやバイブレータも動作しません。

メールの設定状況を確認する
＜メール設定確認＞

メール機能の設定をリセットする
＜メール設定リセット＞

お知らせ

内容がリセットされない設定は次のとおりです。

署名登録 　 SMSセンター設定
クイック返信メール設定　 SMS有効期間設定
メールメンバー設定 　 SMS本文入力設定

メールを機能別ロックする＜機能別ロック＞

待受画面でm9r8 ? 端末暗証番号を入力
? t ? 1
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SMSを新規に作成して、送信します。
SMSの宛先には電話番号を入力します。

SMSの本文に入力できる文字数は、SMS本文入力設定に

より異なります。

SMSの本文に半角カタカナや絵文字を使うと、受信側で

正しく表示されないことがあります。

ドコモ以外の海外通信事業者のお客様との間でも送受信

が可能です。ご利用可能な国・海外通信事業者については

ドコモのホームページをご覧ください。

1 待受画面でm5を押す。

2［宛先］を選んでtを押し、入力方法を
選ぶ。

3［本文］を選んでtを押し、本文を入力
してtを押す。

SMS本文入力設定を［日本語（70文字）］に設定し

ている場合は、全角・半角を問わず最大70文字ま

で入力できます。

［英語（160文字）］に設定している場合は、半角英

数字のみを最大160文字まで入力できます。

改行［K］は、［日本語（70文字）］に設定している場

合は１文字、［英語（160文字）］に設定している場

合は２文字としてカウントされます。スペース（空

白）は１文字としてカウントされます。

［英語（160文字）］に設定している場合、[ ] ^ ¦ { } ̃

は、本文入力画面では半角１文字としてカウント

されますが、送信するときに全角１文字としてカ

ウントされるため、本文入力画面で160文字以内

でも［送信できませんでした］と表示され、送信さ

れないことがあります。

4 i［送信］を押す。
送信が完了すると、［送信完了しました］と表示さ

れます。

送達通知を設定するときは、C3を押し、1［要

求する］または2［要求しない］を押します。

有効期間を設定するときは、C4を押し、有効期

間を選んでtを押します。

SMSの作成中に操作を中断しなければならないと

きや、作成したSMSを保存しておきたいときは、

FOMA端末（本体）に一時保存できます。また、保存し

たSMSを編集して送信できます。
SMSの作成については、P.238を参照してください。

未送信SMSと送信SMSはｉモードメールと合わせて、そ

れぞれ最大500件まで、FOMA端末（本体）に保存できます。

未送信SMSを保存する

1 SMSの作成中（nP.238の操作１～
３）にC2［保存］を押す。

作成中のSMSが、未送信SMSとして保存されます。

SMS作成・送信

SMS（ショートメッセージ）を作
成して送信する

電話帳から
選択する

1→相手を選ぶ→t
電話番号が20桁を超える場合、超
えた部分は削除されます。

直接入力
する

2→宛先を入力→t
電話番号（最大20桁まで）を入力し
ます。
0（１秒以上）を押すと［+］を入力
できます。［+］を入力した場合は、
合計21桁まで入力できます。
宛先がドコモ以外の海外通信事業
者の場合は、［+］（0（１秒以上）を
押す）、国番号、相手先の携帯電話番
号の順で入力します。携帯電話番号
が「0」で始まる場合は「0」を除いて
入力します。また、「010」、国番号、
相手先携帯電話番号の順に入力し
ても送信できます（受信した海外か
らのSMSに返信する場合は、「010」
を入力して海外に返信してくださ
い）。

メール送信
履歴から
選択する

3→相手を選ぶ→t→t
SMSのメール送信履歴がある場合
に選択できます。

メール受信
履歴から
選択する

4→相手を選ぶ→t→t
SMSのメール受信履歴がある場合
に選択できます。

お知らせ

宛先入力では、［+］は先頭でのみ有効となります。

電波状況などにより、送信できない場合があります。送信

できなかったSMSは、未送信SMSとして保存されます。

電波状況などにより、受信側で文字が正しく表示されな

い場合があります。

SMSはｉモード契約をしていなくても送信できます。

FOMA端末では、movaサービスのｉモード端末からの

ショートメールをSMSとして受信できます。

受信SMSと送信SMSを合わせて最大20件まで、

FOMAカードに保存できます。未送信SMSを

FOMAカードに保存することはできません。

送信時に設定した送達通知や有効期間は、メール設定の

SMS送達通知設定やSMS有効期間設定には反映されま

せん。

編集中に電話がかかってくると
通話後、着信前の画面に戻り編集を続けることができます。

「184」／「186」を付けたとき（nP.46）
宛先の先頭に「186」を付けると、SMSを送信できませ

ん。「184」を付けた場合は、SMSが送信されますが、発信

者番号も通知されます。

SMS（ショートメッセージ）を保存して
おき、あとで送信する＜SMS保存＞

お知らせ

SMS作成中にHを押すと、終了確認画面が表示されま

す。［はい］を選択すると、SMSの作成を中止できます。

ただし、作成を中止したSMSは保存されません。

未送信SMSはFOMAカードにコピー（保存）できません。
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保存したSMSを編集・送信する

1 未送信メール一覧画面（nP.227）で
SMSを選んでtを押す。

2 項目を選んでtを押し、編集してi
［送信］を押す。

新規作成時と同様に編集できます。詳しくは、

P.238の操作２～３を参照してください。

送信したSMSを編集・再送する

1 送信メール一覧画面（nP.227）で
SMSを選んでtを押す。

2 編集・再送する。

SMSが送られてきたときは自動的に受信します。
受信SMSはｉモードメールと合わせて最大1000件まで

FOMA端末（本体）に保存できます（受信メールのサイズ

によって、保存できる件数が異なります）。

1 SMSが届くと、自動的に受信する。

2 受信終了後、SMSの受信結果が表示さ
れ、SMS着信音が鳴る（［[］表示）。

FOMA端末を閉じているときは、サブディスプレ

イに［受信完了］と表示されたあと、ｉモードメー

ルとSMSの合計の件数が表示されます。

待受画面に表示されるマークの意味

3 受信完了画面で、［メール］を選んでt
を押す。

受信完了画面で、何も操作せずにそのままにしてお

くと、約30秒後、自動的に受信前の画面に戻ります。

待受画面に戻ると［新着メールあり　○件］と表示

されます。

4 フォルダを選んでtを押し、SMSを
選んでtを押す。

受信SMSの見かたについては、P.240「受信した

SMS（ショートメッセージ）を見る」を参照してく

ださい。

圏外、セルフモード中、電源が入っていないときなど

に送られてきたSMSはSMSセンターに保管されてい

ます。SMSセンターに問い合わせて受信できます。

1 待受画面でm62を押す。
右の画面が表示されたあ

と、センターにSMSが保

管されていると、自動受

信が始まります。

編集する iまたはC1→SMS編集→i
新規作成時と同様に編集できます。詳
しくは、P.238の操作２～３を参照し
てください。

再送する C2

SMS受信

SMS（ショートメッセージ）を受
信したときは

メインディスプレイ
受信完了画面

サブディスプレイ
受信完了画面

[
（赤文字）

未読SMSがあります。

h 未読ｉモードメールと未読SMSの
両方があります。

H FOMA端末（本体）内のｉモードメー
ルやSMSがいっぱいです。

[
（青文字）

FOMAカード内のSMSがいっぱい
です。

U
（赤色）

FOMA端末（本体）内のｉモードメー
ルやSMS、FOMAカード内のSMSが
いっぱいです。

お知らせ

SMS着信音は変更できます（nP.117）。

FOMAカード内のSMSは上書きされません。

FOMA端末（本体）に保存された受信SMSをFOMAカードに

コピーできます。ただし、SMS送達通知はコピーできません。

送信SMSをFOMAカードにコピーすると、それに対応

するSMS送達通知もFOMAカードにコピーされます。

待受中以外の状態で受信したとき
メール受信表示設定を［通知優先］に設定している場合、

SMS着信音が鳴り、ディスプレイにマーク（nP.239）

と受信完了画面が表示されます。

SMS（ショートメッセージ）があるかど
うかを問い合わせる＜SMS問い合わせ＞

お知らせ

FOMA端末（本体）とFOMAカードの容量がいっぱいの

場合は、それ以上SMSを受信できません。未読SMSを確

認／削除するか、保護を解除してください（nP.231）。

読んだり、保護を解除したSMSは、受信時に古いものか

ら上書きされます。

問い合わせをしたあと、自動受信がすぐに始まらない場

合があります。
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受信したSMSを表示します。
受信したSMSは［受信トレイ］に保存されます。ただし、振

分け条件設定（nP.234）の条件に合致していた場合は、

設定したフォルダに保存されます。

FOMAカードにコピーした受信SMSも［受信トレイ］に保

存されます。

1 待受画面でm1を押す。
BOX一覧画面の見かた（nP.226）

送信SMSを表示するときは、待受画面でm2を

押します。

未送信SMSを表示するときは、待受画面でm3
を押します。

2 フォルダを選んでtを押し、SMSを
選んでtを押す。

メール一覧画面／表示画

面の見かた（nP.227）

FOMAカード内の受信

SMSを表示するときは、

［受信トレイ］を選んで

tを押し、SMSを選ん

でtを押します。［受信トレイ］には、FOMA端末

（本体）内とFOMAカード内の両方の受信SMSが

一覧表示されます。

マークで区別してください（nP.227）。

FOMAカード内の送信SMSを表示するときは、

［送信トレイ］を選んでtを押し、SMSを選んで

tを押します。

表示を終わるときは、Hを押します。

SMSに返信できます。

1 SMS表示画面（nP.240「受信した
SMS（ショートメッセージ）を見る」の
操作２）でC11［返信］を押し、
SMSを作成してi［送信］を押す。

受信SMSの本文を引用して返信するときは、SMS

表示画面でC13［引用返信］を押し、SMSを作

成します。

本文の文字数は、送ってきた相手のSMS本文入力

設定により入力できます。

詳しくは、P.238の操作２～３を参照してください。

1 SMS表示画面（nP.240「受信した
SMS（ショートメッセージ）を見る」の
操作２）でC14［転送］を押し、
SMSを作成してi［送信］を押す。

詳しくは、P.238の操作２～３を参照してください。

SMSセンターの接続先を変更できます。
FOMAカードが挿入されていない場合は設定できません。

受信したSMS（ショートメッセージ）を
見る＜受信SMS表示＞

お知らせ

受信SMSはｉモードメールと合わせて、最大1000件ま

でFOMA端末（本体）に保存できます。

SMS表示画面

受信したSMS（ショートメッセージ）に
返信する＜SMS返信＞

お知らせ

SMSはクイック返信できません。

送信元が非通知設定、公衆電話、通知不可のSMSには返

信できません。

FOMAカード内のSMSへの返信SMSを作成中に保存した

場合、未送信SMSはFOMA端末（本体）に保存されます。

送信元がドコモ以外の海外通信事業者の場合、宛先の先

頭に［＋］が自動的に入力されます。

受信したSMS（ショートメッセージ）を
転送する＜SMS転送＞

SMS設定

SMS（ショートメッセージ）の設
定を行う

SMS（ショートメッセージ）センターの
設定をする＜SMSセンター設定＞

お買い上げ時 ドコモ（ドコモのSMSセンター）

※ 通常は設定を変更する必要はありません。
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次ページへ続く??

1 待受画面でm9r2を押す。

2 2［ユーザ設定］を押し、SMSセン
ターのアドレスを入力してtを押す。

アドレスは最大20桁まで入力できます。

3 1［International］／2［Unknown］
を押す。

送信するSMSの送達通知を受け取るかどうかを設

定できます。
FOMAカードが挿入されていない場合は設定できません。

1 待受画面でm9r3を押す。

2 送達通知を受け取るかどうかを選ぶ。

送信したSMSが圏外などで届かなかった場合に

SMSセンターに保管する期間を設定します。０日～

３日を選択できます。

０日を設定すると一定時間後、再送したのちにSMS

センターから削除されます。
FOMAカードが挿入されていない場合は設定できません。

1 待受画面でm9r4を押し、期間を
選ぶ。

SMSの本文に入力できる文字の種類を設定できます。
FOMAカードが挿入されていない場合は設定できません。

1 待受画面でm9r5を押す。

2 入力する文字の種類を選ぶ。

FOMA端末（本体）に保存されているSMSを、

FOMAカードにコピーできます。FOMAカードに

は、受信SMS、送信SMS合わせて最大20件まで保存

できます。
あらかじめFOMAカードを挿入しておいてください。

例：受信SMSの場合

1 待受画面でm1を押し、フォルダを選
んでtを押す。

受信メール一覧画面が表示されます。

送信SMSのときは、待受画面でm2を押し、フォ

ルダを選んでtを押します。

SMS表示画面からコピーするときは、SMS表示画

面でC64（送信SMSのときはC74）を押

します。［はい］を選んでtを押すと、コピーされ

ます。

2 FOMA端末（本体）内のSMSを選んで
C33［FOMAカードへコピー］を押
す。

FOMA端末（本体）のSMSを選んだ場合、サブメ

ニューに［FOMAカードへコピー］が表示されます。

相手に届いたら通知を受け取る
＜SMS送達通知設定＞

お買い上げ時 要求しない

受け取る 1

受け取らない 2

お知らせ

SMS送達通知はSMSで届きます。

SMS送達通知は、SMS作成時にも設定できます。

SMS送達通知単独ではFOMAカードへコピー、

microSDメモリーカードへコピー、赤外線送信すること

はできません。

SMS（ショートメッセージ）に有効期間
を設定する＜SMS有効期間設定＞

お買い上げ時 ３日

０日 1 １日 2 ２日 3 ３日 4

お知らせ

有効期間設定は、SMS作成時にも設定できます。

本文に入力できる文字を設定する
＜SMS本文入力設定＞

お買い上げ時 日本語（70文字）

日本語 1

半角英数字 2

SMS（ショートメッセージ）を
FOMAカードに保存する

FOMA端末（本体）のSMS（ショートメッ
セージ）をFOMAカードにコピーする
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マークの意味
FOMA端末（本体）内

FOMAカード内

3 コピー方法を選ぶ。
受信SMSは［受信トレ

イ］に、送信SMSは［送信

トレイ］にコピーされま

す。

例：受信SMSの場合

1 受信BOX一覧画面（nP.226）で［受
信トレイ］フォルダを選び、tを押す。
送信SMSのときは、待受画面でm2を押し、［送

信トレイ］フォルダを選んでtを押します。

SMS表示画面からコピーするときは、SMS表示画

面で、C64（送信SMSのときはC74）を押

します。［はい］を選んでtを押すと、コピーされ

ます。

2 FOMAカード内のSMSを選んで
C33［本体へコピー］を押す。
FOMAカードのSMSを選んだ場合、サブメニュー

に［本体へコピー］が表示されます。

マークの意味

3 コピー方法を選ぶ。
受信SMSは［受信トレ

イ］に、送信SMSは［送信

トレイ］にコピーされま

す。

SMSは、P.232「メールを削除する」と同じ方法で削

除できます。

受信したSMSに電話番号やURLが含まれる場合、

SMSを確認する前に確認画面を表示するように設

定できます。
moperaメールで受信したとき、または留守番電話の着信

通知SMSを受信したときは、確認画面は表示されません。

設定方法はP.426を参照してください。

受信したSMSを表示するとき

は、右の画面でtを押します。

H 未読SMS

J 既読SMS

- 送信済みSMS

I 未読SMS（保護有）

K 既読SMS（保護有）

) 送信済みSMS（保護有）

u 未読SMS

t 既読SMS

W 送信済みSMS

１件コピーする 1→［はい］→t

選択してコピーする 2→SMSを選ぶt（くり返
し可）→C→［はい］→t
すべてを選択／解除する
場合は、i［全選択］／i
［全解除］を押します。

お知らせ

未送信SMSはFOMAカードにコピーできません。

SMS送達通知はコピーできません。

上書きコピーはできません。

FOMAカードの最大保存件数を超えると、コピーが中止

されます。

送信SMSをFOMAカードにコピーすると、それに対応

するSMS送達通知もFOMAカードにコピーされます。

ただし、送信日時はコピーされません。

FOMAカード内のSMS（ショートメッセー
ジ）をFOMA端末（本体）にコピーする

u FOMAカードの未読SMS

t FOMAカードの既読SMS

W FOMAカードの送信済みSMS

１件コピーする 1→［はい］→t
選択してコピーする 2→SMSを選ぶt（くり返

し可）→C→［はい］→t
すべてを選択／解除する
場合は、i［全選択］／i
［全解除］を押します。

お知らせ

上書きコピーはできません。

FOMA端末（本体）の最大保存件数（受信SMSはｉモー

ドメールと合わせて最大1000件、送信SMSは最大500

件）を超えると、コピーが中止されます。

SMS削除

SMS（ショートメッセージ）を削
除する

メッセージスキャン

迷惑SMS（ショートメッセージ）
対策
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